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「寒川 学びプラン」実施計画について

１．実施計画の位置づけ
「寒川 学びプラン」は、平成１８年度から平成３２年度までの１５年計画です。

平成１８年度から２２年度までの５年間を「第１期実施計画」として実施してきました。第２期実

施計画期間については、当初「寒川町総合計画後期基本計画第１次実施計画」に合わせて、計画期間

を５年から４年に変更し、平成２３年度から２６年度までとして策定しましたが、ここで、平成２７

年度に予定していた教育振興基本計画との一本化を見送ったことから、計画期間を１年延ばし、
当初の５年に戻して実施することといたしました。
なお、毎年の進捗状況調査における「前年度実施状況報告」と「次年度の実行計画の策定」につい

て、引き続き実施するため、実施計画は、１５年の基本計画を具体化させる目的を持つとともに、毎

年策定する実行計画の土台としての役割を担うものです。

●実施計画の位置づけイメージ

２．取り組み方針
第２期実施計画の取り組み方針は以下のとおりです。

（１）情報提供体制の充実
第１期実施計画の取り組み方針で「生涯学習の基礎固め」を掲げ一定の成果を上げる

ことができました。なかでも「情報提供や相談機能の充実」については、生涯学習の入
り口とも言える重要な部分であり、引き続き重点的に取り組みます。

（２）時代の要請に対応したメニューの拡充
社会環境が急速に変化する中で、生活課題や学習ニーズが多様化しています。これら

時代の要請に敏感に対応した学習メニューについて拡充を図ります。また、自治基本条
例を踏まえ、住民協働など地域の活性化につながる事業を展開します。

（３）成人期・高齢期の学びや活動を支援する事業展開
様々な世代の学習や活動する機会を増やして行けるよう、実施計画ではライフステー

ジの広がりを意識して策定しています。
第１期実施計画では「団塊の世代」が定年を迎えることを踏まえて、地域に戻ってき

たこの世代の力を活かしていけるよう、活動の場の拡大を考え、事業展開を進めました。
第２期実施計画でも引き続きこの世代の活動を支援すると共に、特に学習活動への参

加が少ない成人期も含んだ世代の活動を支援します。

（４）教育振興基本計画との一本化を想定した事業展開
平成２７年度の「寒川 学びプラン」と「寒川町教育振興基本計画」の一本化を想定

した事業展開を進めてきましたが、平成２５年度に組織の改編が行われ、平成２７年度
に教育委員会制度改革が行わることから、一本化を見送ることになりました。

基本計画

15 年 計 画

実施計画

5年計画 毎年計画

基本計画の具体化 毎年策定する実行計画の土台となる計画

実 行 計 画
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３．実施計画の項目構成
実施計画は、以下の項目で構成されています。

施策名

基本計画に連動します。

５年間の取り組み目標

今後５年間にどのような学習機会を住民に提供していきたいかという観点で、取り組むべ

き目標を設定しています。

主な実施事業

施策ごとの具体的な事業を掲げています。

２６年度に新規で掲載したものには文頭に★印がついています。

新規・継続 (事業報告及び事業計画提出時の取り扱い）

平成２６年度までに実施している事業については「継続」、２６年度で廃止の事業につ

いては「廃止」、平成２７年度からの新規事業は「新規」、２６年度から継続しているが内

容が変更している事業は「変更」と記載しています。

対象（ライフステージ）

〈第３節〉 分野ごとの学習

第３節においては、ライフステージ別の事業の対象者を○印で記入しています。

ライフステージ欄の「幼」「青」「成」「高」は、それぞれ「乳幼児期」「青少年期」「成

人期」「高齢期」を指します。

○印については、事業を実施する際の主な対象を示すものですが、事業を支える側など

関係する世代も含めています。

なお、成人期と高齢期の表示において、高齢期に向けた独自の事業展開のあるものにつ

いては○印で、成人期から引き続くものについては→印で示してあります。

なお、事業実施の段階では必要に応じて対象者を拡充します。

対象

〈第２節〉 ライフステージごとの学習

第２節は、ライフステージごとの施策のため、基本計画では「ライフステージ」の欄は

設定してありませんが、事業を具体的に推進するため、対象者を記載しました。

〈第３節〉 分野ごとの学習

ライフステージ欄に記載の年齢層の中で対象を絞ったり、あるいは地域を広げたりした場

合、具体的な対象者を記入しています。

担当

事業を担当する課名を記載しています。

なお、複数課において事業実施するものについて、主管課があるものは代表課と関係各課、

また多数の課が取り組むべきものは関係各課と記載しています。



第１節　情報提供体制・相談体制
①情報提供の充実

事業内容 目標に対する達成状況

1

生涯学習関連事業
の体系的な整理と
情報提供

関係各課との連携により、生
涯学習に関連する事業につい
ての情報を収集し、体系的に
整理します。 1

生涯学習事業情報
の収集

町で行う講座等の情報をとりまとめて「さむか
わ町民大学ガイド」として作成し、134講座の情
報提供。広報さむかわに町民大学マークを付
け、周知を図った。内容の見やすさを考え、平
成26年度はガイドを前期、後期に分けて発行。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2
行政資料の情報提
供

文書館と共同して町資料の収集と保管、提供す
る。
情報公開コーナー(庁舎1Fの行政資料閲覧コー
ナー)の充実を図る。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3
情報公開制度に基
づく情報提供

あらゆる機会、媒体を通じ、情報提供を行って
いく。
公文書公開請求に対しては出来るだけ迅速に公
開するよう努める。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4
財政状況に関する
情報提供

「寒川町財政事情の作成及び公表に関する条
例」に基づき、6月及び12月に告示、ホームペー
ジ上において公表した。他に、広報紙6月1日号
及び12月1日号に掲載。決算特集及び予算特集も
引き続き広報紙に掲載した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5
町ホームページに
よる情報提供

アクセシビリティに配慮し、誰もが情報を得ら
れやすいページを作成した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

6
広報紙等印刷物に
よる情報提供

広報紙を年１２回発行し、全戸配布や公共施設
等への配布を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

7
インターネットや
電子媒体による情
報提供

町ホームページ、ツイッター、8月から運用を開
始したメール配信サービスを活用し、随時情報
提供を行った。
2月から運用を開始した無料アプリ「i広報紙」
を活用し、広報紙をスマートフォン等で読むこ
とができるよう対応した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

8
ＦＭ放送、映像に
よる情報提供

記者発表を行い、町の情報を随時提供した。
FM放送局「レディオ湘南」毎週月曜日の番組内
で、情報提供を行った。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

9 議会だよりの発行

①議会だよりを定例月後（年４回）発行し、全
戸配付による情報提供を行う。
②インターネットで議会本会議を配信し情報提
供を行う。
③議会ホームページに議会の活動状況等を掲載
し情報提供を行う。
④ケーブルテレビによる議会放映を行う。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

10

県生涯学習情報シ
ステム「PLANETか
ながわ」への情報
提供

県生涯学習情報システム「PLANETかながわ」に
インターネットによる情報入力を行い、町生涯
学習事業を随時情報提供した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

11
生涯学習情報冊
子・パンフレット
等の発行

町民大学、出前講座、生涯学習人材登録制度
「ステップ・アップ」など各種事業パンフレッ
ト等の発行、窓口配布やホームページに掲載を
した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

12
子ども情報紙「す
きっぷ」の発行

町内の子ども向け講座情報を掲載した情報紙を
年４回発行。町内幼稚園、保育園、小学校の児
童全員に配布。各号5,000部発行。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名

行政に関する情報
の提供

2

５年間の取り組み目標

行政についての理解を深めて
いくために、行政情報を積極
的に提供していきます。

3

あらゆる媒体を通
じた幅広い情報提
供

多くの住民に情報が伝わるよ
うに、あらゆる媒体を通じ
て、きめ細やかな情報提供を
行います。特に、必要な情報
がすぐに探し出せる情報検索
機能の充実を図ります。

3

あらゆる媒体を通
じた幅広い情報提
供

多くの住民に情報が伝わるよ
うに、あらゆる媒体を通じ
て、きめ細やかな情報提供を
行います。特に、必要な情報
がすぐに探し出せる情報検索
機能の充実を図ります。

連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

3



事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
町生涯学習講座等の情報提供すること
で、学習意欲の喚起、学習機会の提供を
することができた。前期・後期に分けて
ガイド発行。
生涯学習活動団体情報紙が作成できな
かったが、町内団体の活動状況の問い合
わせについて窓口や電話等で対応した。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更 協働文化推進課

各課等の町資料を文書館に提供し、行政
資料を遅滞なく情報公開コーナーでの閲
覧に供した。 総　務　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

総　務　課

あらゆる機会、媒体を通じ、情報提供を
行い、公文書公開請求に対しては、平均
9.6日で回答した。 総　務　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

総　務　課

予定した事業内容については、いずれも
計画どおり実施出来た。

財　政　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

財　政　課

昨年同様に職員への指導を行い、アクセ
シビリティに配慮したページを作成、維
持することができた。
新規情報をより早期に提供できるよう庁
舎内に周知し、処理していく必要があ
る。

企画政策課

■継続
□廃止
□新規
□変更 企画政策課

日本広報協会「広報紙クリニック」によ
る紙面評価を受け、写真の使用や連載記
事の掲載など、読ませる広報紙となるよ
う掲載内容を工夫した。
文字数が多くなり、読みにくくなってし
まう部分があるため、写真や図解等の使
用を、より工夫する必要がある。

企画政策課

■継続
□廃止
□新規
□変更 企画政策課

さまざまな情報提供媒体を活用して情報
提供の充実を図ったが、まだまだ積極的
な活用に至らず、さらなる情報提供がで
きるよう庁舎内により周知を図り、活用
していく必要がある。

企画政策課

■継続
□廃止
□新規
□変更 企画政策課

プレスリリースにより情報提供を行った
が、新聞等で取り上げてもらう記事が少
なく、より積極的にプレスリリースを行
うよう庁舎内に周知し、行政情報の提供
を図っていく必要がある。

企画政策課

■継続
□廃止
□新規
□変更

企画政策課

①議案等の議員別賛否結果の掲載、議員顔写
真及びイラスト等、ニーズの高い要素を取り
入れ、見たくなる紙面作りを行った。新たな
情報媒体として民間サイトへ議会だよりを掲
載し、情報提供の充実を図った。課題は、字
数削減（内容の簡略化）等をし、文章の読み
やすさを追求する必要がある。
②録画中継は、迅速にアップする必要がある
ことから生中継から１週間以内にアップし
た。今後、インターネットを見ることが出来
ない方への対応や委員会中継が課題である。
③議員別賛否結果の公表をすることで、開か
れた議会の推進を図ることができた。今後も
さらに、迅速かつ的確な情報提供に努めてい
く。
④決算特別委員会総括質疑の模様を中心に、
これまで議場への傍聴やインターネット中継
を見られない方でも議会の構成や審議の流
れ、委員会制度などの議会制度を分かりやす
い内容で放映した。今後、委員会中継との整
合性も含め、検討の必要性がある。

議会事務局

■継続
□廃止
□新規
□変更

議会事務局

参加対象を町内在住・在勤者に限定して
いないイベント等の情報発信に有効であ
るため、今後もシステムを活用してい
く。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

毎年発行している各種パンフレット等に
ついては、町民に一定の認知をされてお
り、情報提供のツールとして効果を発揮
していると感じている。町民大学ガイド
については、平成26年度は前期・後期と
分けて作成した。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更 協働文化推進課

定期的に全児童に配付することで情報媒
体として認知度が高く、ゆうゆう学園へ
の参加も促すことができている。 協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

事業内容

文書館と共同して町資料の収集と保管、提供する。
情報公開コーナー(庁舎1Fの行政資料閲覧コーナー)の充実を図る。

あらゆる機会、媒体を通じ、情報提供を行っていく。
公文書公開請求に対しては出来るだけ迅速に公開するよう努める。

「寒川町財政事情の作成及び公表に関する条例」に基づき、6月1日及
び12月1日に告示、ホームページ上において公表予定。他に、広報紙6
月1日号及び12月1日号に掲載予定。決算特集及び予算特集も引き続き
広報紙に掲載する予定。

アクセシビリティに配慮したホームページを維持する。
必要な情報が掲載されていて、誰もが見やすく、すぐに探し出すこと
ができるホームページにする。新規情報を早期に掲載する。

より見やすく。読みやすい広報紙となるように広報紙を作成し、発行
する。
平成28-29年度版寒川町くらしの便利ガイドを民間業者と共同発行す
る。

町ホームページ、ツイッター、メール配信サービスによる情報提供を
充実させる。
無料アプリ「ｉ広報紙」を普及させる。
フェイスブックによる情報提供開始に向けて作業を進める。
動画広報による情報提供開始にむけて作業を進める。

プレスリリース、記者会見などにより、報道機関等に町の情報を積極
的に提供する。

①議会だよりを定例月後（年４回）発行し、全戸配付による情報提供
を行う。
②インターネットで議会本会議を配信し情報提供を行う。
③議会ホームページに議会の活動状況等を掲載し情報提供を行う。
④ケーブルテレビによる議会放映を行う。

県生涯学習情報システム「PLANETかながわ」にインターネットによる
情報入力を行い、町生涯学習事業を随時情報提供する。

町民大学、出前講座、生涯学習人材登録制度「ステップ・アッ
プ」、寒川町生涯学習活動団体情報、さむかわ生涯学習総合案内など
各種事業パンフレット等の発行、窓口配布。

町内の子ども向け講座情報を掲載した情報紙を年４回発行。
町内幼稚園、保育園、小学校の児童全員に配布。

・町民大学
　H27年度当初に各課に照会をおこない、ガイドの作成。
　広報さむかわでの紹介。
・生涯学習活動団体情報
　町内団体に掲載希望調査票を配布して、団体紹介紙を発行予定。

２６年度事業報告 ２７年度事業予定
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②相談体制の充実

事業内容 目標に対する達成状況

1

総合的な学習相談
体制の充実

庁内の生涯学習窓口担当者に
より、相談体制についての検
討を行い、住民が相談しやす
い体制をつくります。また、
横の連携を強化することで、
相談の質を高めていきます。

13
総合的な相談体制
づくり

生涯学習活動や団体情報などの問い合わせに、
随時対応した。相談内容に応じて関係課等との
連絡調整を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

14
文書館におけるレ
ファレンス

文書館窓口で町に関する調べものの相談409件を
受け付けた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

15
身近な相談体制の
検討

現行の相談体制の維持にとどまり、新たな相談
体制の検討は行えなかった。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

第２節　ライフステージごとの学習
１　乳幼児期、青少年期の学習支援
（１）家庭等における教育力の向上
①家庭教育の推進

事業内容 目標に対する達成状況

16 家庭教育の充実

家庭教育支援に関する講演会の実施
「家庭教育講演会」
テーマ：絵本で子育て～絵本は心の栄養素～
講師：内田早苗さん（NPO法人「絵本で子育て」
センター絵本講師）
2月20日(金)　14名参加

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

17
家庭教育講座等の
開催

読み聞かせ講習会を継続して実施した。 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

子育て教室等の充
実

育児や子育てに関する情報提
供と相談できる場を充実しま
す。

18
子育てに関する教
室や相談の開催

①父親・母親教室：１コース4日　年5コース
②離乳食講習会：前期6回　後期6回
③育児相談：年12回　7か月
　2歳育児相談：年12回
④子育て広場：年10回
⑤あそびの広場：年12回
⑥祖父母世代の子育て講座：1コース（３日）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②幼児教育の推進

事業内容 目標に対する達成状況

19
図書館を活用した
活動の促進

毎週土曜日のおはなし会や毎月第4水曜日のおひ
ざにだっこのおはなし会を開催した。
　おはなし会　49回　772人
　スペシャルおはなし会　2回　47人
　おひざにだっこのおはなし会12回　508人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

リトミック講座を開催した。 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

英語で遊ぼうなどＡＥＴの協力を得て開催し
た。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

20
-1

公民館を活用した
活動の推進

おはなし広場開催（南部）おはなし図書館開催
（北部）参加者が非常に少ないが、学童、幼児
にとって本とふれあう大切な事業で、身近な場
所で実施することが地域住民にとって便利なの
で定期的に開催した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

幼児教育の支援 私立幼稚園に通う世帯に対
し、保育料の一部を補助する
ことで保護者の経済的負担の
軽減を図ります。

21
幼稚園就園家庭へ
の支援

昨年と同様、保育料の一部を補助することで保
護者の経済的負担の軽減を図るが、外部評価に
より国庫補助対象外世帯について、高所得世帯
層の区分を細分化し、補助額を減額した。ま
た、未申告世帯に対しては、対象外とした。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

1

公共施設を活用し
た幼児教育の充実

図書館や公民館などの公共施
設を活用し、読み聞かせなど
の幼児教育を充実します。

幼児教育講座等の
開催

20

1

家庭教育の充実 家庭の教育力を高めるため、
親子関係や家庭教育に関わる
講座等を開催するとともに、
地域において子どもたちが育
つ環境づくりに努めます。

２６年度事業報告
NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業

連
番

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業

主な実施事業

2

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

２６年度事業報告

新たな相談体制の
確立

相談者が現実的解決を図れる
よう、身近で気軽に相談でき
る体制を検討します。

連
番

２６年度事業報告
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
社会教育担当と生涯学習担当が別れ、生
涯学習担当が町長部局に移ったことで混
乱が生じないよう、今後も関係部署間の
連絡調整を密にし、連携を強化する必要
がある。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更 協働文化推進課

どのような調べ物が可能かなど、PRをさ
らに進める必要がある。 総　務　課

（文書館）

■継続
□廃止
□新規
□変更

総　務　課
（文書館）

相談の窓口となる各担当部署間の連携を
強化して、さまざまな町民の相談に対応
できるように努める必要がある。 協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
自然にスキンシップとコミュニケーショ
ンの取れる家庭での読み聞かせを通し
て、親自身の子育ての不安をやわらげる
とともに、親子の絆を深め、子どもたち
の言葉と豊かな心を育むことについて考
える機会を提供した。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更 教育総務課

定期的に開催しているが、参加者が少な
いので、参加者の増加を目指す。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

①父親・母親教室
満足度95.4％
初妊婦参加率52.8％
②離乳食講習会前期
満足度前期96.0％後期96.0％
③育児相談　来所率84.9％

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
未就学以下を対象としたおはなし会は、
定着し多くの参加者を得ることができ
た。今後は、小学校低学年対象のおはな
し会も考えて行くことが課題である。

総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

総合図書館

親子で公民館を利用して仲間作りにもつ
ながった。

■継続
□廃止
□新規
□変更

未就学児のうちから外国語に触れること
ができて、小学校での英語学習に円滑な
導入のきっかけとなった。

■継続
□廃止
□新規
□変更

参加者が少ないが、継続して定期的に開
催していることで、地域のつながり作り
に貢献した。参加者の増大に向けて取り
組む。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

保育料の一部を補助することにより、保
護者の経済的負担の軽減を図った。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

おはなし会を継続する。（毎週土曜日開催）
おひざにだっこのおはなし会を実施する。
（毎月第４水曜日）

子ども・親子

公　民　館

リトミック講座を開催します。 未就学児・保護者

家庭教育支援に関する講演会等の開催 子育てに関わるあらゆ
る世代の人

参加者にとって、もっとステップアップした
充実した講習会をします。

①未就学児、青少年を
持つ親

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

①父親・母親教室：１コース4日　年5コース
②離乳食講習会：前期6回　後期6回
③育児相談：年24回
　7か月相談　年12回/2歳育児相談 年12回
④子育て広場：年10回
⑤あそびの広場：年12回
⑥祖父母世代の子育て講座：1コース（3日）
20人

乳幼児・保護者

事業内容

２７年度事業予定
事業内容

２６年度事業報告

総合的な相談体制づくりに努める

文書館窓口で町に関する調べものの相談を随時受け付ける。
窓口で公開できるデータベースを充実させ。検索の便をはかる。

新たな相談体制について、どのような方法が可能であるか検討する。

２６年度事業報告 ２７年度事業予定
事業内容

公　民　館
子ども向けの英語プログラムを開催します。

保育料の一部を補助することで保護者の経済
的負担の軽減を図るが、外部評価により国庫
補助対象外世帯について、高所得世帯層の区
分を細分化し、補助額を減額する。また、未
申告世帯に対しては、対象外とする。

施設型給付を受けない
私立幼稚園に就園する
子どもをもつ保護者

小学生1.2年生

おはなし広場開催（南部）おはなし図書館開
催（北部）を継続して開催します。

未就学児、小学生
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③子育て支援の推進

事業内容 目標に対する達成状況

22
子育て支援セン
ター事業

子育て相談（延べ1,469件）、啓発、サークルの
育成、支援などの事業を行った。(相談・週5回
実施）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

23
子育て支援教室の
開催

①父親・母親教室：１コース4日　年5コース
②離乳食講習会：前期6回　後期6回
③育児相談：年12回　7か月
　　　　　　2歳育児相談　年12回
④子育て広場：年10回
⑤あそびの広場：年12回
⑥祖父母世代の子育て講座：1コース（３日）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

24

町立保育園は平成26年4月に民設化したが、当事
業は継続された。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

25

布ぞうり作り教室　6/21　9名
まが玉作り教室　10/18　7名

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

親子を対象にリトミック講座を開催した。 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ボランティア団体の協力を得て、小学生以下を
対象にクリスマスのつどいを開催した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

27
親子向け事業の充
実

毎週土曜日のおはなし会や毎月第4水曜日のおひ
ざにだっこのおはなし会を開催した。
　おはなし会　49回　772人
　スペシャルおはなし会　2回　47人
　おひざにだっこのおはなし会12回　508人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

子育て支援グルー
プの育成、支援

地域で子育てを支援する人
材・団体を育成し、地域子育
て支援サポートシステムの基
礎を築きます。 28 子育て支援事業

地域で子育てを支援する人材の育成を目的に、
町内グループ組織の所在と活動状況の把握を
行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

（2）学校、地域の連携による学習の支援と青少年の健全育成
①学校における学習の充実

事業内容 目標に対する達成状況

1

生きる力や豊かな
心を育む取組みの
充実

様々な教育活動を通して、生
きる力や豊かな心の育成を図
ります。 29

「生きる力」育成
事業

①研究発表校、研究重点校及び研究推進校へ交
付金を支給。
②芸術鑑賞教室への支援。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

体験学習の充実 地域との連携や学校行事など
の活用により体験を取り入れ
た学習機会の拡充を図りま
す。

30
「生きる力」育成
事業

②芸術鑑賞教室への支援。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

31
「地域のせんせ
い」ふれあい推進
事業

①地域協力者に謝礼等。 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

32 学校評議員制度

学校評議員から学校運営に関する基本方針や重
要な活動について意見を求め、地域に開かれた
学校づくりを推進する。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

33
専門家による相談
の充実

①各中学校にスクールカウンセラー配置（生
徒・保護者及び教職員対象の相談活動）
②横浜市大の先生を招いての年4回のケース会議
の開催（小3校、中1校、全職員参加対象）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

34
メンタルフレンド
の導入

2名の学生相談員をそれぞれ年間30日配置。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5

教職員の研修等の
充実

教職員の研修等を実施し、教
職員の資質の向上を図りま
す。

35 研修会の開催

①教職員研修会年４回、校長・教頭研究会年１
回
②教育講演会年１回（保護者・教職員・町民対
象）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

親子で参加できる
講座やイベントな
どの充実

4

教育相談の充実 児童・生徒及び保護者の悩み
の解消と心の安定を図るとと
もに、教師のカウンセリング
マインドの向上を図ります。

3

特色ある学校づく
り

地域に開かれた学校を推進
し、各学校の特色ある教育活
動を支援します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

親と子の絆を深めながら、と
もに成長していけるよう、親
子で参加できる講座や交流機
会を拡充します。

親子向け講座・教
室の充実

26

1

育児・子育てに関
する情報・学習機
会の充実

育児や子育てに関する情報提
供と相談できる場、子育て
サークルの育成、支援の拡大
などにより、子育て支援体制
を充実します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

２６年度事業報告
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
子育て家庭に不安や悩みを抱えた家庭へ
の相談やサークルの育成・支援などを行
うと伴に、26年度より支援センターへの
来場のきっかけとして、定期的なイベン
トの開催を実施した。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

①父親・母親教室
満足度95.4％　　　初妊婦参加率52.8％
②離乳食講習会前期
満足度前期96.0％後期96.0％
③育児相談　来所率84.9％ 健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

民設化後も親子で参加するイベントが各
園で開催された。
民設化後は、各園が実施する事業とな
る。

子ども青少年課

□継続
□廃止
□新規
■変更

子ども青少年課

親子で参加できる機会の充実という点で
は例年通りの実施だが、参加者が例年よ
り少なく、課題である。 教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

親子対象の事業なので、仲間づくりにも
つながった。講座修了後、仲間づくりの
継続が必要である。

■継続
□廃止
□新規
□変更

地域の子ども達も楽しみにしている事業
となり、盛会に開催できた。これからも
継続する。

■継続
□廃止
□新規
□変更

おはなし会は、定着し多くの親子での参
加を得ている。公民館事業などとの兼ね
合いを考えながら新たな親子で参加でき
る事業の研究を行っていくことが課題で
ある。

総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

総合図書館

子育てを支援する団体を育成することに
より、地域子育て支援サポートの強化を
図った。また、27年度より更に地域社会
全体で子育てを支援する環境づくりを目
指していくため、創意工夫ある子育て支
援事業を実施する団体に対して、補助金
の交付を実施する。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更 子ども青少年課

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
各学校の校内研究への積極的な取組とと
もに、内容的な充実度も高まっている。
増える若手教職員の資質向上を引き続き
課題とする。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

各学校毎年ジャンルを替えて実施してい
る。本物にふれて学ぶことは、児童生徒
の豊かな情操を育む重要な事業となって
いる。機会をさら広げられるとよい。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

各学校で、授業補助や講師、部活動指導
者等で活用し成果を上げている。小学校
での活用にばらつきがあるので、さらな
る活用が必要。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

今年度も学校評議員より積極的な提言を
頂くことができ、各学校の学校経営に資
することができた。 学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

各中学校で、生徒・保護者への教育相談
を積極的に行い、不登校対策へ成果をあ
げている。
小学校２校、中学校２校でケース会議を
行い、対象児への適切なアドバイスを行
い指導へとつなげることができた。

学校教育課

□継続
□廃止
□新規
■変更 学校教育課

相談指導教室を中心として、不登校児
童・生徒への指導の補助を行い成果を上
げた。
通室児童・生徒の増加が見込まれるた
め、年間３０日では足りない。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

①出席のアンケートからも充実した内容
であったことがわかる。
②喫緊の課題に沿ったテーマであり有意
義な内容ではあったが、開催曜日につい
ては改めて検討する必要がある。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

①教職員研修会年４回、校長・教頭研究会年
１回
②教育講演会年１回（保護者・教職員・町民
対象）

教職員

小・中学生・教職員

各中学校にスクールカウンセラー配置（生
徒・保護者及び教職員対象の相談活動）

小・中学生・保護者・
教職員

2名の学生相談員をそれぞれ年間30日配置。 小・中学生・保護者

事業内容
①研究発表校、研究重点校及び研究推進校へ
交付金を支給。
②芸術鑑賞教室への支援。
③中学校部活動への支援。

小・中学生

②芸術鑑賞教室への支援。 小・中学生

地域で子育てを支援する人材を育成する。町
内グループ組織の所在と活動状況の把握。新
たに補助金制度を導入

乳幼児・保護者

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

①地域協力者に謝礼等。 小・中学生

学校評議員から学校運営に関する基本方針や
重要な活動について意見を求め、地域に開か
れた学校づくりを推進する。

平成26年4月から町立保育園は民設化したた
め、当事業は各園が実施する事業となる。

公　民　館
子ども達に定着してきた事業なので、内容を
見直しながら開催する。

未就学児・小学生・保
護者

公　民　館

親子で楽しめて、地域作りにつながる講座を
開催する。

小学生、未就学児を持
つ親子及び一般

子育て相談、啓発、サークルの育成、支援な
どの事業を行う。(相談・週5回実施）

乳幼児・保護者

①父親・母親教室：１コース4日　年5コース
②離乳食講習会：前期6回　後期6回
③育児相談：年24回
　7か月相談　年12回/2歳育児相談　年12回
④子育て広場：年10回
⑤あそびの広場：年12回
⑥祖父母世代の子育て講座：1コース（3日）
20人

乳幼児・保護者

事業内容
２６年度事業報告 ２７年度事業予定

おはなし会を継続する。（毎週土曜日開催）
おひざにだっこのおはなし会を実施する。
（毎月第４水曜日）

子ども・親子

乳幼児・保護者

布ぞうり作り教室　6月
まが玉作り教室　10月

親子
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②地域における学習の充実

事業内容 目標に対する達成状況

1

子ども向けの学習
講座の体系化と提
供

子どもが自主的・継続的に事
業に参加しやすくするため、
子どもを対象とする事業の拡
大し、体系化を図り、多様な
講座等を開催するように努め
ます。

36
さむかわゆうゆう
学園の開催

各課協力により年間実施。参加1回ごとにスタン
プ１個を押し、10個で修了証申請認定。対象を
平成26年度から未就学児まで引き下げた。
対象講座：50講座
申請者：42人
平成26年度修了式：3月28日（土）
（駅前公園にて「わくわくブックマーケット」
内で実施）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2 37
さむかわゆうゆう
学園の開催

各課協力により年間実施。参加1回ごとにスタン
プ１個を押し、10個で修了証申請認定。対象を
平成26年度から未就学児まで引き下げた。
対象講座：50講座
申請者：42人
平成26年度修了式：3月28日（土）
（駅前公園にて「わくわくブックマーケット」
内で実施）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

38
放課後・週末等の
講座の開催

子どもサイエンスフェスティバル(町民セン
ター)、七夕笹飾りづくり講座（北部）、サマー
スクール(南部)を開催しました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

実施なし □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

教職員の協力を得て「さむかわ科学少年団」を
実施しました。（町民センター）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

③青少年の健全育成

事業内容 目標に対する達成状況

1

青少年向け地域活
動への支援

子ども自身が自主的に活動で
きるよう、地域に根ざす活動
を支援します。

40
子ども会活動の支
援

子ども会説明会を開催し助成・指導を通して活
動を支援
4月12日(土)
子ども会の運営方法（青少年指導員などの派遣
方法など）、町助成金の申請方法、子ども会で
行えるレクリエーションの体験研修を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

41
こどもまつりの開
催

さむかわ子どもまつり　6月14日　参加284人
ジュニアリーダーズクラブによるレクリエー
ションやチャレンジランキング、パン食い競技
などを行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

42 ふれあい塾の実施

週3日（月・水・金）開催
町内小学校の体育館で、指導員や見守りボラン
ティアを配置し実施
体育館でボール遊びやバドミントンなど利用
し、自由に遊べる場を提供した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

43 公民館施設の開放

北部・南部公民館集会室を事業がない日に開放
（卓球・バドミントンの利用）をしました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

青少年向け相談体
制の充実

多感な時期の青少年及び保護
者等の心が安定できるよう相
談体制の充実を図ります。 44

専門家による相談
の充実

心理士、巡回相談員、訪問相談員による教育相
談を実施

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

45
ジュニア・リー
ダーズ・クラブの
支援

青少年指導員と協働して指導の支援 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

46
小学生リーダー研
修の開催

小学生体験学習の実施
①さつまいも作り　6～11月全3回延べ222人
さつまいもの苗植え、草刈り、収穫まで行っ
た。
②キャンプ　8月21から22日（1泊2日）38人
野外炊事やキャンプファイヤー、ゲームなどを
行い、ジュニアリーダーズクラブや青少年指導
員との世代間交流に加え、新しい仲間作りを
行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

47

ふれあい塾指導員講習会
3月20日、消防署の協力を得て、研修会を行っ
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

48

学童保育連絡協議会への委託により、児童クラ
ブ指導者への研修を実施。
3月1日（横浜）、3月18日講師を招いて研修会を
行い、両日で計38名参加した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

青少年活動の指導
者・リーダーの育
成

青少年が自覚を持って行動
し、自立できるよう支援しま
す。

指導者研修会の実
施

公立学校の教師等の協力を得
て、教員を講師とした親しみや
すい事業の提供を図ります。

2

青少年向けの居場
所づくり

子ども達の自由な遊びの場・
学びの場を確保し、異年齢の
交流や体験の機会、仲間づく
りの場を提供します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

放課後・週末等に
参加できる学習機
会の充実

子どもが土・日や放課後に、
様々な体験ができるよう学習
機会を充実します。

39 事業の検討・実施3

家庭、地域、学校
の連携による学習

の支援
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
これまで対象を小学生以上としていた
が、未就学児の参加要望も多く、平成26
年度から対象を引き下げた。申請者42人
のうち4人が未就学児からの申請。
修了式を駅前公園で開催した「わくわく
ブックマーケット」内で実施したこと
で、保護者以外の来場者へも事業の周知
ができた。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

これまで対象を小学生以上としていた
が、未就学児の参加要望も多く、平成26
年度から対象を引き下げた。申請者42人
のうち4人が未就学児からの申請。
修了式を駅前公園で開催した「わくわく
ブックマーケット」内で実施したこと
で、保護者以外の来場者へも事業の周知
ができた。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

各館で土・日や長期休暇中に子ども向け
の講座を開催して、学校教育以外での学
びの一助として有効な取り組みがでた。
これからも様々な講座を実施する。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

教育総務課が実施している講座等は、分
野やテーマが限定されており、公立学校
の教員に講師を依頼するのが難しい。 教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

年間で7回の開催で、22人の4年から6年ま
での児童に対して小中学校の先生方から
科学実験や施設見学などの案内や指導を
いただき、理科に興味を持たせるきっか
け作りができた。現在は2名の先生のご協
力を得ているが、より多くの先生との連
携を検討する。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更 公　民　館

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
地域での異年齢集団としての活動充実に
向け、子ども会に対し青少年指導員の派
遣を行った。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更 子ども青少年課

参加申し込みについては、３００人の定
員を超える申し込みがあり、異年齢交流
の場としての効果があった。 子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

開催日数（全校）506日
参加児童　15,711名
ボランティアが高齢化している。またボ
ランティア確保が課題

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

地域住民が気軽に立ち寄れる場所として
定着している。昼間だけでなく夜間の開
放も検討が必要。 公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

心理士、巡回相談員、訪問相談員による
児童・生徒・保護者への積極的な教育相
談を行い着実に成果を上げることができ
た。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

実践的な研修の増、また事業の増から支
援の充実を図った。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

①家族で参加できるためリピーター率が
高い事業であり、ボランティアなど地域
の方々の協力も得て開催し、世代間交流
が図られている。
②キャンプ体験だけではなく青少年指導
員やジュニアリーダーズクラブとの世代
間交流が図られている。
両事業とも昨年を超える参加者だった。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

児童の怪我に対応できるような研修を
行った

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

町からの委託の研修の他指導員会として
自己研修にもつとめた。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

事業内容

事業内容

各課協力により年間実施。参加１回ごとにス
タンプ１個を押し、10個で修了証申請認定。
対象:未就学児～中学生

未就学児・小学生・中
学生

教育総務課主管事業としては予定なし。

青少年指導員連絡協議会と協働して指導の支
援

中・高校生・クラブを
巣立ったシニア

小学生体験教室の実施
①さつまいも作り　5～11月
②キャンプ　8月

①小学生※保護者・兄
弟参加可　②小学生

ふれあい塾指導員、ボランティアを対象に研
修実施

ふれあい塾指導者
ボランティア

学童保育会への委託により、児童クラブ指導
者への研修実施（2回実施30名予定）

児童クラブ指導者支援
員

さむかわ子どもまつり　6月 小学生

週3日（月・水・金）開催
町内小学校の体育館で、指導員や見守りボラ
ンティアを配置し実施

小学生

引き続き、事業がない日に開放する。 小・中・高校生

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

各課協力により年間実施。参加１回ごとにス
タンプ１個を押し、10個で修了証申請認定。
対象:未就学児～中学生

未就学児・小学生・中
学生

学校とも連携して学校の休日を活用した講座
やイベントを開催する。

未就学児、小学生

教職員と連携して「さむかわ科学少年団」を
実施する。

子ども会説明会を開催し助成・指導を通して
活動を支援
4月11日（土）予定

育成者

心理士、巡回相談員、訪問相談員による教育
相談を実施

青少年・保護者
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事業内容 目標に対する達成状況

49 子ども議会の開催

子ども議員（小学6年生）と町長、町執行部との
質疑応答。2月7日　15人
子どもたちが考えてきた質問に町長や町担当部
長等が答えるなど、議会の体験を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

50
青少年環境浄化推
進協議会の支援

団体へ交付金を交付や活動支援をし、青少年の
健全育成活動を推進した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

51
青少年指導員連絡
協議会の支援

団体へ交付金を交付や活動支援をし、青少年の
健全育成活動を推進した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

52
青少年の健全育成
講座等の開催

科学少年団(町民センター)、子どもフェスティバル
(北部)、サマースクール(南部)を開催しました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

２　成人期の学習支援
①多様な学習機会の充実

事業内容 目標に対する達成状況

53
さむかわ町民大学
の開催

各課協力により年間実施。
平成２６年度１３４講座開催。
参加者数：１７，９２１人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

54
公民館講座等の開
催

講座内容がマンネリにならないように工夫して
講座を開催した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

出前講座の充実 地域に町職員が出向いて講座
を開催する「さむかわ出前講
座」を充実するとともに周知
を図り、利用を促進します。 55

さむかわ出前講座
の開催

各課協力により年間実施。
講座メニュー　２５講座
平成２６年度派遣実績
依頼数：１４講座
受講者数：１，０５５人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

参加しやすい学習
機会の充実

第5節「参加を支える環境の整
備」4「参加を支える環境づく
り」①「参加しやすくするため
の環境づくり」参照

56 － －

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②就労に関する学習機会の充実

事業内容 目標に対する達成状況

57
シルバー人材セン
ターへの支援

シルバー人材センター職員の人件費補助をおこ
なった。
会員数：345人
受注件数：1,306件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

58 パソコン講座

若者向け就労支援として神奈川県、茅ヶ崎市と
共催でパソコン講座を開催し、合計82名の参加
があった。
第1回　9月16日（火）～18日（木）38名
第2回　12月16日（火）～18日（木）29名
第3回　2月17日（火）～19日（木）15名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

リカレント教育の
充実

大学など関係機関との連携に
より、リカレント教育を充実
します。 59 なし

２５年度廃止 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

1

就労を支援する学
習機会の充実

若年層や女性・失業者などの
就労を支援するために、就職
機会の増大につながる技能、
資格等を習得できる講座を開
催します。また、シルバー人
材センターへの支援を通じて
高齢者の生きがいづくりと就
労支援を行います。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

1

多様な学習内容の
充実

時代のニーズに即した多様な
学習内容を提供し、町民がい
つでも気軽に参加し、学べる
体制を整備します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

5

青少年の健全育成
事業の充実

青少年健全育成を推進する各
協議会の活動を支援します。
また、青少年向けの事業等を
充実します。

２６年度事業報告
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
青少年の貴重な体験学習の場。アンケー
ト結果から議会に興味を持ったとの意見
が多数あり、町に興味を持つなど一定の
効果があった。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

毎年、委員の変更があるため新規事業が
おこないづらい。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

青少年を支援できる自主事業の実施が課
題。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

各館で学校の休日を使って事業を開催し
た。内容のマンネリ化を避ける工夫が必要。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
各課等の事業を町民大学としてとりまと
め、町民に生涯学習情報を提供すること
ができた。

協働文化推進課

関係各課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

関係各課

新規の公民館利用者の開拓につながっ
た。多種多様な講座の開催が望まれる。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

自治会、老人会など定期的に利用する団
体もあり、事業として定着している。26
年度は利用が多く、受講者数が3.6倍と
なった。各課の協力を得てメニュー数を
増やし、町民の学習ニーズに対応できる
体制を目指す。

協働文化推進課

関係各課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

関係各課

－ －

□継続
□廃止
□新規
□変更

－

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
働く意欲のある健康な高齢者等に対し、
知識、経験、能力を活かして働く機会を
確保し、社会貢献の推進を図った。 高齢介護課

■継続
□廃止
□新規
□変更

高齢介護課

ニート等の働くことに困難を抱える若者
の職業的自立を支援する神奈川県地域若
者サポートステーション事業の一環とし
て実施し、82名の若者が就職に役立つ基
本的なパソコン技術を習得することがで
きた。

産業振興課

■継続
□廃止
□新規
□変更 産業振興課

産業振興課

□継続
□廃止
□新規
□変更

産業振興課

事業内容

事業内容

２６年度事業報告 ２７年度事業予定
事業内容

－ －

各課協力により年間実施。 おおむね１０名以上で
構成されている町民の
団体、グループ

－ －

小学生

各団体からの推薦者

地域からの推薦者等

３館で継続して事業を展開する。 小学生

通年
シルバー人材センター職員の人権補助

シルバー人材センター
会員

若者向け就労支援として、引き続き神奈川
県、茅ヶ崎市と共催でパソコン講座を開催す
る予定

－

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

各課協力により年間実施。 町内在住・在勤・在学
の者

住民ニーズに応えるように多種多様な講座を
開催する。

町内在住・在勤・在学
の者

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

子ども議員（小学6年生）と町長、町執行部
との質疑応答　2月予定

活動の助成・支援

活動の助成・支援
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３　高齢期の学習支援

①高齢期における多様な学習機会の充実

事業内容 目標に対する達成状況

1 60
さむかわ町民大学
の開催（再掲）

各課協力により年間実施。
平成２６年度１３４講座開催。
参加者数：１７，９２１人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

61

高齢者の自己学習
支援のための大活
字本等資料の整備
充実

大活字本の継続的な収集が図れるよう、限られ
た予算の中で９タイトル（１６冊）の購入でき
た。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

62
公民館講座等の開
催

講座内容がマンネリにならないように工夫して
講座を開催しました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

出前講座の充実
（再掲）

地域に町職員が出向いて講座
を開催する「さむかわ出前講
座」を充実するとともに周知
を図り、利用を促進します。
(再掲)

63
さむかわ出前講座
の開催（再掲）

各課協力により年間実施。
講座メニュー　25講座
派遣実績 依頼数：14講座 受講者数：1,055人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

生きがいづくり、
健康づくりの促進

老人クラブへの運営費の助成
を継続するとともに、多様化
する高齢者のニーズに対応で
きるよう、活動方法に関する
アドバイスやノウハウの提供
等、必要な支援を行っていき
ます。

64
老人クラブ活動の
支援

老人クラブ活動等事業・老人クラブ連合会職員
の人件費の補助
老人クラブ連合会　 1連合会
単位老人クラブ　　 15クラブ
会員数　　　　　　 719人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

自主的な取組みや
就労を通じた社会
参加の促進

シルバー人材センターが実施
する各種教室に関するPRを行
うことで、高齢者の社会参加
や生きがいづくりを支援して
いきます。

65
シルバー人材セン
ターの支援

町広報へのシルバー人材センター主催事業の町
広報への掲載を依頼した
高齢者パソコン教室：4回

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

第３節　分野ごとの学習
１　文化・芸術
①文化芸術について知り・学ぶ機会の充実

66 町文化祭の開催

第45回寒川町文化祭を開催し、２２団体による
舞台発表、展示、大会等を実施した。
期間：10月11日（土）～11月9日（日）
会場：町民センター・南部文化福祉会館
参加・見学者数：7,606人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

67
広域的な文化イベ
ントへの参加・協
力

寒川町、茅ヶ崎市、藤沢市で広域の文化交流事
業を実施。
①２市１町美術展「井上有一～湘南の墨跡」展
　期間：１２月７日（日）～２月１日（日）
　会場：茅ヶ崎市美術館／来場者：2,794人
②いいね湘南！！ダンスパラダイス
　開催日：2月1日（日）／会場：町民センター
　参加者：350人　来場者：422人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

①ジュニア絵画展を実施しました。表彰式９月
２１日(日)1,709点のうち60点を表彰
②書き初め大会を実施しました。町民センター
26人、北部18人、南部12人参加で１月１８日
(日)表彰式開催

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

青年会議所と共催して、文化講演会を開催。
9月27日(土)午後5時から。講師は弁護士住田裕
子氏、参加者452人

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

公民館サークルの発表の場として、さむかわ合
唱祭(10月12日(日)開催14団体参加)、さむかわ
音楽祭(10月25日(土)14団体参加)、さむかわダ
ンスフェスティバル(7月13日(日)8団体参加)を
開催しました。
ふれあいコンサート(3月21日(土))、クリスマス
ピアノコンサート(12月7日(日))等を開催して、
芸術鑑賞の機会を提供しました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

公民館まつりを開催しました。２月２１・２２
日北部公民館、２月２８日・３月１日南部公民
館、３月７・８日町民センター

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番 目標に対する達成状況

1

文化・芸術に関す
るイベントや講座
の充実

文化・芸術活動に参加できる
イベントや講座等を充実し、
広く参加をもとめていきま
す。

公民館まつりや文
化・芸術振興事業
の開催

68

２６年度事業報告

事業内容

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

多様な学習内容の
充実
（再掲）

時代のニーズに即した多様な
学習内容を提供し、町民がい
つでも気軽に参加し、学べる
体制を整備します。（再掲）
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
各課等の事業を町民大学としてとりまと
め、町民に生涯学習情報を提供すること
ができた。

協働文化推進課

関係各課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

関係各課

継続的に大活字本の購入の購入が行え
た。しかし、大型本は高額なため多くの
冊数をそろえることができなかった。 総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

総合図書館

新規の公民館利用者の開拓につながっ
た。多種多様な講座の開催が望まれる。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

自治会、老人会など定期的に利用する団
体もあり、事業として定着してきてい
る。各課の協力を得てメニュー数を増や
し、町民の学習ニーズに対応できる体制
を目指す。

協働文化推進課

関係各課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

関係各課

老人クラブ連合会及び老人クラブの活動
の活性化を図り、地域での生きがいと健
康づくりを推進した。

高齢介護課

■継続
□廃止
□新規
□変更 高齢介護課

シルバー人材センターが主催する事業を
町広報に掲載することで、高齢者の社会
参加を推進した。 高齢介護課

■継続
□廃止
□新規
□変更

高齢介護課

幼 青 成 高
年々参加者数が減少傾向にあったが、前
年度より600人ほど増加した。参加者の中
心が中高年層となっているため、若年層
を取り込めるような内容に努めていく必
要がある。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

１０月６日（火）～１１月８日
（日）実施予定
会場：町民センター・南部文化福祉
会館

○ ○ →

町民

協働文化推進課

生活圏を共にする藤沢市、茅ヶ崎市の文
化団体との交流を深め、地域の文化活動
振興を図ることができた。
２市１町にゆかりの書家で、世界的にも
評価の高い井上有一氏の展覧会を実施
し、地域の文化人を顕彰することができ
た。ダンス事業は参加者、来場者ともに
アンケート等で好評を得た。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

寒川町、茅ヶ崎市、藤沢市の広域文
化交流事業
①「いいね湘南!!ダンスパラダイ
ス」を藤沢市会場で開催予定
②2市1町美術展を茅ヶ崎市美術館で
開催予定

○ ○ →

町民・藤沢市
民・茅ヶ崎市
民

協働文化推進課

芸術、伝統文化の伝承事業としての役割
を担っているので、開催意義があった。
日程的に参加者の利便性など検討が必要
である。

■継続
□廃止
□新規
□変更

ジュニア絵画展、書き初め大会事業
を継続して開催する。

○

小・中学生

毎年恒例で開催している講演会で、青年
会議所と共催で広告など準備ができた。
講師の人選や開催時間帯など工夫が必要
である。

■継続
□廃止
□新規
□変更

青年会議所、協働文化推進課と共に
文化講演会を開催する。

○ ○ →

町内在住・在
勤・在学の者

日ごろ、別々のところで活動している団
体が年に一度同じ系統の団体同士が集ま
り、お互いの練習の成果を披露しつつ、
交流し、技術など切磋琢磨するチャンス
を作ることができた。ホールの利用時間
など参加団体の希望と調整が必要であ
る。

■継続
□廃止
□新規
□変更

文化、芸術振興事業として、合唱
祭、音楽祭、ダンスフェスティバ
ル、クリスマスコンサート、ふれあ
いコンサートを開催する。

○ ○ ○ →

町内在住・在
勤・在学の者

日ごろ公民館を利用しているサークルの
作品展示やステージ発表、模擬店出店な
ど地域の交流の場として開催した。より
多くの地域住民の参加促進が課題であ
る。

■継続
□廃止
□新規
□変更

３館で公民館まつりを開催する。

○ ○ ○ →

町内在住・在
勤・在学の者

事業内容

60才以上の町民（世代
間交流事業は小学生と
その親、パソコン教室
については55歳以上）

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容

各課協力により年間実施。 町内在住・在勤・在学
の者

継続的に収集し、提供する。 図書館利用者全て

住民ニーズに応えるように多種多様な講座を
開催する。

町内在住・在勤・在学
の者

公　民　館

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

公　民　館

各課協力により年間実施。 おおむね１０名以上で
構成されている町民の
団体、グループ

対象（ライフステージ）
対象 担当課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

老人クラブ活動等事業・老人クラブ連合会職
員の人件費の補助

老人クラブ会員

パソコン教室年４回・80人　他
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69 町史の編さん

寒川町史研究第27号、報告書20集、文書館だよ
り16号・17号を発行した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

70
文書館における展
示

文書館の資料や役割を広く知っていただくた
め、企画展示（１回）やミニ展示（２回）を開
いた。ミニ展示は秘書担当とタイアップし、町
表彰式や賀詞交歓会会場にも巡回した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

71
文化財説明板の設
置

新規設置せず □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

72
文化財刊行物の発
行

「寒川の文化財」21冊販売
「平成23年度町内遺跡発掘調査報告書」を300冊
刊行し、関係各所に発送した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

73
文化財学習セン
ター事業の実施

常設展示、企画展（3回）、講座・教室（4回）実施 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②文化・芸術活動の促進

74
広報紙等への掲載
の協力

町文化団体等が実施する展示会、発表会、講座
などの情報を町広報紙に掲載して周知できるよ
う随時協力した。また、チラシ、ポスターなど
の配架、掲示に協力した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

公民館まつりを開催
２月２１・２２日北部公民館
２月２８日・３月１日南部公民館
３月７・８日町民センター

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

サークル及び一般団体の成果発表の場として、
展示室及びホールを貸出しした。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

76
寒川町文化連盟へ
の補助金支出

寒川町文化連盟への補助金を支出し、文化連盟
及び加盟する文化団体の活動を支援した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

77
公民館サークル活
動等の支援

サークルや一般団体の日常の活動の場を随時提
供しました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

郷土芸能の保存と
後継者の育成支援

地域に残る郷土芸能の保存・
継承のため、団体活動を支援
します。 78 保存団体への支援

祭ばやし保存会連合会への補助 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

伝統文化の継承支
援

古くから受け継がれてきた家庭
の伝統行事が薄れつつあること
から、四季折々の伝統行事を紹
介し、家庭の伝統文化の大切さ
と知識を身につけてもらう。

79
家庭の伝統文化の
推進

廃止 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

2

文化団体等の活動
の支援

地域文化の振興及び継承がで
きるよう住民の主体的なサー
クル活動、団体活動等を支援
します。

1

住民の文化・芸術
活動への支援

住民の文化・芸術活動の活性
化を図るため、活動の場の提
供や交流機会の拡充、広報活
動等を支援します。

連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

学習成果発表の場
の提供

75

主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

2

文化財等の保全・
公開や情報提供の
充実

貴重な文化財を後世に引継ぐ
ために保全をするとともに、
資料の作成等により、町の歴
史や文化財について、町民に
その大切さを認識していただ
き、学習意欲を高めてもらう
よう、情報提供に努めます。

事業内容 目標に対する達成状況

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
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幼 青 成 高
今後も様々な情報を提供できるよう、広
い視野からの調査・研究が必要で、その
ため。の人材育成が急務である。

総　務　課
（文書館）

■継続
□廃止
□新規
□変更

寒川町史研究第28号、報告書21集、
文書館だより18号・19号を発行す
る。随時情報提供を行う。 ○ ○ →

乳幼児を除く
全ての町民・
町の歴史に関
心のある町外
の人

総　務　課
（文書館）

タイムリーな話題を提供できるよう企画
を考える必要がある。その際、茅ヶ崎市
との広域連携事業をはじめ、他課、他市
町村や諸団体との協働も可能な限り視野
に入れる。

総　務　課
（文書館）

■継続
□廃止
□新規
□変更

文書館の資料や役割を広く知ってい
ただくため、企画展示（３回）やミ
ニ展示（随時）を開く。 ○ ○ →

乳幼児を除く
全ての町民・
町の歴史、地
理、民俗など
に関心のある
町外の人

総　務　課
（文書館）

他の事業を優先し、実施していないが、
今後は修繕を中心に実施していきたい。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

新規設置予定なし。
既存看板の修繕のため補助金支出予
定 ○ ○ →

町民・観光客

教育総務課

例年どおり「寒川の文化財」を販売。埋
蔵文化財の報告書も刊行した。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

「寒川の文化財」等の販売

○ ○ →

町民・観光客

教育総務課

新規の事業や講座を実施したため、事業
に伴う参加者がかなり増化した。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

常設展示、企画展、講座・教室の実施

○ ○ ○

町民・観光客

教育総務課

幼 青 成 高
文化団体等の活動を地域に周知し、文化･
芸術活動の振興を行った。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

広報紙等への掲載の協力

○ ○ →

広報を掲載依
頼する個人・
団体 協働文化推進課

日ごろ公民館を利用しているサークルの
作品展示やステージ発表、模擬店出店な
ど地域の交流の場として開催した。より
多くの地域住民の参加促進が課題であ
る。

■継続
□廃止
□新規
□変更

３館で公民館まつりを開催する。

○ ○ →

サークル及び
町民

団体利用として有効に施設利用の提供が
できた。新規の団体登録の促進が課題で
ある。

■継続
□廃止
□新規
□変更

団体への施設の提供を継続して行
う。

○ ○ →

サークル及び
一般団体

補助金の支出を通して、団体活動を支援
することにより、町民の文化活動の推
進、地域の文化振興を図ることができ
た。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

寒川町文化連盟への補助金支出

○ ○ →

文化団体

協働文化推進課

団体利用として有効に施設利用の提供が
できた。新規の団体登録の促進が課題で
ある。 公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

団体への施設の提供を継続して行
う。

○ →

サークル及び
一般団体

公　民　館

例年どおり補助金を実施した。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

祭ばやし保存会連合会への補助

○ ○ →

保存団体

教育総務課

－ －

□継続
□廃止
□新規
□変更

－ ○ ○ ○ ○ － －

２７年度事業予定

実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課

公　民　館

２６年度事業報告

事業の成果・課題等 担当課

公　民　館

２６年度事業報告

事業の成果・課題等 担当課

２７年度事業予定

実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課
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２　情報化
①情報化について知り・学ぶ機会の充実

80
大学等との連携に
よる講座の開催

文教大学出張講座（2回連続講座）は「情報化」
以外のテーマで開催したため、実施なし。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

81
情報化に関する講
座等の開催

施設の面で、ＰＣやプロジェクターを使った技
能習得をめざした講座を開催できないため、平
成２６年度より廃止。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

ＩＴを利用した多
様な学習機会の提
供

インターネットを活用した情
報提供を検討します。

82
インターネットに
よる情報提供

図書館のホームページを活用し、蔵書検索機能
の使い方やパスワードとメールアドレス登録の
促進を図った。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

83
パソコン等情報機
器の導入

小・中学校ＰＣ教室の活用促進 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

84
インターネット通
信環境の整備

中学校の校内ＬＡＮ活用促進 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②情報化の推進

1

公共施設の情報化
の推進

インターネットを活用した施
設予約システムの運用を継続
します。 85

公共施設予約シス
テムの運用

予約システムの稼働：365日 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

ＩＴ学習を支援す
る団体の育成・支
援

情報化社会に対応する学習を
支援する団体を育成・支援し
ます。 86

情報化社会に対応
する学習を支援す
る団体を育成

人材登録制度「ステップ・アップ」にパソコン
操作指導者として登録者はあるが、団体を育成
するような働きかけは行えなかった。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

３　国際化
①国際化について知り・学ぶ機会の充実

87
国際交流を行って
いる団体の活動支
援

さむかわ国際交流協会の活動を支援した。
（日本語教室春シリーズ・秋シリーズ／ハロ
ウィンプログラム／ホームステイ受け入れ／日
本語教室学習発表会／茅ヶ崎寒川高校生英語ス
ピーチコンテスト　等）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

88
大学等との連携に
よる講座の開催

文教大学出張講座（2回連続講座）は「国際化」
以外のテーマで開催したため、実施なし。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

88
－1

異文化交流 英会話講座（南部）、夏休み子ども向け英語講
座(センター)等を開催しました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

外国籍住民への情
報提供・学習機会
の充実

外国人向けの学習相談体制を
整備します。

89
外国語情報資料の
整備

限られた予算の中で検討を行ったが、一般書な
どの資料を優先しなければならない状況から導
入・収集実施には至らなかった。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

90
英語指導助手の
小・中学校への派
遣

小学校外国語活動、中学校英語科の授業におけ
る積極的な活用
・町内全小学校、５，６年生の「外国語活動の
時間」において、全クラス年間35時間の授業を
行った。
・中学校の英語の授業の外国語指導助手として
中学校に派遣した。
・公民館主催の英会話教室などを行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

91
外国語講座等の開
催

英会話講座（南部）、英語で遊ぼう（北部）、
夏休み子ども向け英語講座(センター)等を開催
した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

２６年度事業報告

事業内容

1

国際理解教育の推
進

地球市民として平和な世界を
創ろうとする態度を培うた
め、世界各国の社会の動きや
外国の生活・文化・歴史など
を学ぶ機会の充実を図りま
す。

3

外国語学習機会の
充実

学校、公民館などにおいて、外
国語学習の機会を充実しま
す。

NO 施策名

3

学校における情報
化教育の充実

児童・生徒がコンピューター
やインターネットを活用でき
るようにするとともに、情報
モラルの育成を図ります。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

施策名 ５年間の取り組み目標

情報化に関する学
習機会の充実

情報化についての技能習得が
図れるよう、日々進歩する情
報化について学習する機会を
提供します。

NO 主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

事業内容
５年間の取り組み目標 主な実施事業

連
番

２６年度事業報告

目標に対する達成状況

目標に対する達成状況

目標に対する達成状況

事業内容
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幼 青 成 高
文教大学出張講座（２回連続講座）は年
間１講座しか開催していないため、同一
のテーマで毎年開催することは難しい。 協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

文教大学等と連携して３回連続講座
を開催予定。テーマ未定。

○ →

町内在住・在
勤・在学の者

協働文化推進課

公　民　館

□継続
■廃止
□新規
□変更

施設の面で、PCやプロジェクトター
を使った技術習得を目指した講座を
開催できないため、廃止。 ○ ○ － 公　民　館

図書館ホームページに随時、情報提供が
行えた。ホームページや検索機の利用も
定着してきている。更なるメール利用の
促進が課題である。

総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

・蔵書検索機能の使い方の周知を行
う。
・パスワードとメールアドレス登録
の促進を行う。

○ ○ ○ → 総合図書館

小中学校とも学年に応じた指導をおこ
なっている。中学校ではＰＣ教室活用が
図らているが、小学校では、一部活用が
十分とは言えないため、今後とも、積極
的な活用を図っていく必要がある。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

小・中学校のＰＣ教室の活用促進

○

小・中学生

学校教育課

活用事例が増えているものの、ＬＡＮに
つながるパソコンの台数が十分ではな
く、教科や教員により活用状況に差があ
る。Eライブラリ活用も含め、活用機会を
増やしていきたい。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

中学校の校内ＬＡＮ活用促進

○

小・中学生

学校教育課

幼 青 成 高
予約システムを３６５日稼働した。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

予約システムの稼働：365日

○ ○ →

中学生以上

健康・スポーツ課

学習支援を行っている団体や指導できる
人材の把握が必要なので、人材登録制度
のＰＲや生涯学習活動団体の情報収集に
努めたい。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

該当する団体の有無の確認を行い、
育成・支援の方法を検討。

○ ○

団体・グルー
プ

協働文化推進課

幼 青 成 高
町民の国際理解、国際交流の機会及び活
動を支援することができた。また、日本
語教室を開催してもらうことで、日本語
による意思疎通が難しい外国籍住民の支
援にもつながっている。今後も継続的に
支援をしていく必要がある。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

さむかわ国際交流協会の活動を支
援。

第18回カナガワビエンナーレ国際児
童画展を開催。

○ ○ →

日本語を学び
たい外国籍住
民

協働文化推進課

文教大学出張講座（２回連続講座）は年
間１講座しか開催していないため、同一
のテーマで毎年開催することは難しい。 協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

文教大学等と連携して３回連続講座
を開催予定。テーマ未定。

○ →

一般成人

協働文化推進課

AETとともに英会話集中講座を開催した。
韓国料理講座を開催した。（南部）
町民センターではＡＥＴによる小学生向
けの英語教室、日本語教室を開催した。
グローバル化社会に対できるような学習
機会の充実を図る必要がある。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

英語だけでなく、様々な国の言語を
修得するきっかけとなるような講座
を開催する。

○

町内在住・在
勤・在学の者

公　民　館

検討を行ったが、現在の財政状況から導
入・収集実施には困難な状況である。今
後も、状況を見ながら検討を行って行
く。

総合図書館

□継続
□廃止
□新規
■変更

外国語資料の収集のための情報収集
を行う。

○ ○ ○ →

図書館利用者
全て

総合図書館

小学校外国語活動の授業に関する準備及
び指導おいて、大変有意義な授業であっ
た。派遣システムを変更したことにより
中学校においても効率的に活用され、生
きた外国語学習を行うことができた。公
民館等の講座では、多くの参加者が有り
有意義な事業であった。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

小学校外国語活動、中学校英語科の
授業における積極的な活用
AET timesの発行
公民館主催の英会話教室等へのAETの
派遣 ○

小・中学生

学校教育課

AETとともに青少年に対し、英語に触れる
機会を作ることができた。課題としては
夏休みだけでなく、継続的に進めていく
ための手立てを考える必要がある。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

ＡＥＴとともに英語に親しむ講座を
開催する。

○

町内在住・在
勤・在学の者

公　民　館

対象
対象（ライフステージ）

担当課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

事業の成果・課題等 担当課 対象 担当課

２６年度事業報告

２７年度事業予定

事業の成果・課題等 実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課

２６年度事業報告

担当課

２７年度事業予定

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容
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1

国際交流団体への
支援

国際交流を行っている団体の
活動を支援します。

92

国際交流を行って
いる団体の活動支
援

さむかわ国際交流協会の活動を支援した。
（日本語教室春シリーズ・秋シリーズ／ハロ
ウィンプログラム／ホームステイ受け入れ／日
本語教室学習発表会／茅ヶ崎寒川高校生英語ス
ピーチコンテスト　等）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

外国語学習を支援
する団体の育成・
支援

外国語を学習している団体の
活動を支援します。公民館に
おいて、外国語の学習してい
るサークル活動など支援しま
す。

93

外国語学習をする
団体の支援

国際交流協会を通じ、日本語教室を開催した。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

４　スポーツ
①スポーツについて知り、学ぶ機会の充実

1

スポーツに関する
情報提供・相談体
制の充実

主体的にスポーツ活動に取り
組めるよう情報提供の充実を
図り、気軽に相談できる体制
をつくります。

94
総合型地域スポー
ツクラブとの連携

スポーツクラブが実施する事業を広報等で情報
提供する。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

95
各種スポーツ教室
の開催

●弓道教室：1回　参加者数7人
●テニス教室：2回　参加者数59人
●卓球教室：1回　参加者数19人
●ボルダリング教室：1回　参加者数10人
●フライングディスク教室：1回　参加者数23人
●小学生ニュースポーツ教室：1回　参加者数8人
●バウンドテニス教室：1回　参加者数30人
●チャレンジスポーツ：1回　参加者数118人
◎スポーツ教室参加者数計　274人
●親子教室（テニス）：1回　参加者数14人

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

96
ニュースポーツの
普及

●ニュースポーツ講習会の開催：３回
●団体の要請に応えて、出前講座の実施：２回

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

スポーツイベント
や教室への参加機
会の充実

町民のニーズにあった教室や
イベントなどを開催します。

97
スポーツイベント
の充実

●「さむかわスポーツデイ」を開催
参加者数　４０人
●9月7日にレクリエーションフェスティバルを
開催参加者数　２８４人
●11月9日に武道フェスティバルを開催
参加者数　３０１人

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②スポーツ活動の促進

1

住民が主体となっ
たスポーツ活動の
支援

いつでも、どこでも、だれも
ができるスポーツの普及に努
めます。 98

総合型地域スポー
ツクラブの設置、
運営支援

●事業実施場所の確保
●実施事業の広報等への掲載

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

スポーツ団体等の
活動の支援

スポーツ団体の運営支援とス
ポーツ団体が実施する大会会
場等の協力をします。 99

スポーツ団体の育
成

●事業費補助：体育協会19団体
　レクリエーション協会8団体
●各団体実施事業開催支援

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

100

高齢者スポーツ大会
10月17日（金）青少年広場にて開催
グランドゴルフ・ゲートボール・ターゲット
バードゴルフ・ペタンクの4種目
参加者：158人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

101

●スポーツ推進委員によるニュースポーツの指
導
●老人クラブ連合会：３回

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

主な実施事業
連
番

連
番

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

2

スポーツイベント
や教室への参加機
会の充実

町民のニーズにあった教室や
イベントなどを開催します。

目標に対する達成状況

目標に対する達成状況
主な実施事業NO 施策名 ５年間の取り組み目標

老連へ委託しての高齢者ス
ポーツ大会の実施と、老連が
行っている各種スポーツ教室
への支援を通じて、高齢者の
健康づくりと生きがいづくり
を推進していきます。 高齢者向けスポー

ツの普及

高齢者のスポーツ
活動の支援

3

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

②国際化の促進

事業内容

２６年度事業報告

２６年度事業報告

事業内容
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幼 青 成 高
町民の国際理解、国際交流の機会及び活
動を支援することができた。また、日本
語教室を開催してもらうことで、日本語
による意思疎通が難しい外国籍住民の支
援にもつながっている。今後も継続的に
支援をしていく必要がある。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

さむかわ国際交流協会の活動を支
援。

第18回カナガワビエンナーレ国際児
童画展を開催。

○ ○ ○ →

町民

協働文化推進課

町民センターで国際交流協会を通じ、日
本語教室を春と秋の２コース開催し、年
間を通じ活動支援を行った。 公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

国際交流協会を通じ、日本語教室を
開催。

○ ○ ○ →

町民

公　民　館

幼 青 成 高
スポーツクラブが実施する事業を広報等
で情報提供した。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

スポーツクラブが実施する事業を寒
川町が後援し、広報等で情報提供す
る。 ○ ○ ○ →

町民

健康・スポーツ課

教室により参加者が多く集まるものと集
まらないものがある。今後、参加者の少
ない教室については、周知・啓発の充実
が必要であると考える。また、親子教室
についても種目の増加を検討する。 健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●テニス教室開催：3回
●卓球教室開催：1回
●弓道教室開催：1回
●ボルダリング教室開催：1回
●フライングディスク教室：6回 ○ ○ →

町内在住・在
勤・在学の者

健康・スポーツ課

老人クラブ連合会からの依頼により、３
回開催し、多くの方が参加し好評であっ
た。また、大曲自治会、宮山自治会（根
岸地区）の子ども達を対象に講習会を実
施した。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●ニュースポーツ講習会の開催：5回
●団体の要請に応えて、出前講座の
実施：随時 ○ ○ ○ →

町民

健康・スポーツ課

さむかわスポーツデイを２日に分けて実
施する予定であったが、体育の日が台風
の為、参加者数が大幅に減少した。今後
についても各事業の周知・啓発を充実
し、更なる参加者数の増加に努める。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●体育の日に「さむかわスポーツデ
イ」を開催
●9月6日にレクリエーションフェス
ティバルを開催
●11月8日に武道フェスティバルを開
催

○ ○ ○ →

町民

健康・スポーツ課

幼 青 成 高
事業実施場所の確保、実施事業の広報等
への掲載を実施。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●事業実施場所の確保
●実施事業の広報等への掲載

○ ○ ○ →

町民

健康・スポーツ課

運営費補助（体育協会、レクリエーショ
ン協会）へ運営費の補助を実施。また、
各団体実施事業開催の支援を実施。 健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●事業費補助：体育協会19団体
　レクリエーション協会8団体
●各団体実施事業開催支援 ○ ○ ○ →

体育協会・レ
ク協・スポー
ツ少年団 健康・スポーツ課

老人クラブ連合会を主体として、高齢者
が親しみやすいスポーツ大会を開催する
ことで、高齢者の健康維持・増進、社会
参加の推進を図ることが出来た。
参加者がやや固定化しつつあることが課
題。

高齢介護課

■継続
□廃止
□新規
□変更

スポーツ大会を開催
（10月上旬頃・1回・200人程度）

○

６０才以上

高齢介護課

老人クラブ連合会からの依頼により、３
回開催し、多くの方が参加し好評であっ
た。 健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●スポーツ推進委員によるウォーキ
ング開催とニュースポーツの指導

○

６０才以上

健康・スポーツ課

対象（ライフステージ）
対象 担当課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課

事業の成果・課題等 担当課 対象 担当課

２６年度事業報告

２６年度事業報告

事業の成果・課題等 担当課

２７年度事業予定

実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

実施状況 事業内容

２７年度事業予定
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102
障害者向けスポー
ツの普及

障害者スポーツ（卓球・サウンドテーブルテニ
ス）教室の開催
5/15、5/22、5/29、6/5、6/12、2/13、2/19、
2/26、3/5　年９回開催（2/5＝雪のため中止）
延べ１４７人参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

103

①県スポーツ大会（年6回）
●ボウリング・アーチェリー競技会　4月6日　2
人参加
●フライングディスク競技会　4月27日　9人参
加
●陸上競技会　5月11､18日　14人参加
●卓球・ＳＴＴ競技会　6月15日　15人参加
●水泳競技会　7月6日　参加者なし
②湘南地区障害者卓球大会（年1回）3月8日　16
人参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

104

●障がい者に対する全国大会等出場交付金の交
付件数：0件
●障がい者向けの種目を対象とした「フライン
グディスク教室」の開催　10月から3月まで全6
回参加者数23人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5

スポーツ指導者の
育成・支援

スポーツ活動を支援する体育
指導員の技量向上を図りま
す。 105

スポーツ推進委員
によるスポーツ活
動の支援
ボランティアの養
成

●自主研修会の実施：茅ヶ崎市スポーツ推進委
員とグラウンドゴルフを実施し、交流を深め
た。
●湘南ブロック研修会参加：参加したスポーツ
推進１５名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

５　健康・福祉
①健康・福祉について知り・学ぶ機会の充実

106
各種健康教室の実
施

健康づくり体操の日（原則毎月第1木曜日と第3
水曜日実施。年間1９回）　参加者延べ１２１８
人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

107
健康に関する講座
等の開催

町民センターでは推進員事業として「自分でで
きる簡単マッサージ」を開催、南部では若年層
をターゲットとする健康セミナーを開催しまし
た。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

107
-1

★チャレンジデー
の実施

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

108
各種栄養教室の実
施

ライフステージ別料理教室　５月～３月　全５
回　１４４人予定　　　　　　「骨密度測定」
を「コツコツ教室」に変更して９／３、１２／
２の２回実施。延べ９６人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

109
大学等との連携に
よる講座の開催

文教大学出張講座（2回連続講座）は「健康・福
祉」以外のテーマで開催したため、実施なし。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

２６年度事業報告

食（栄養・食育）
についての意識啓
発、学習機会の充
実

健全な食生活の実践に向け、
食についての意識を高めるた
め学習機会を提供します。

施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番 目標に対する達成状況

健康についての意
識啓発、学習機会
の充実

自らの健康は自らが守れるよ
う健康に関する住民への学習
の機会を充実します。

1

NO

4

障害者のスポーツ
活動の支援

事業内容

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

障害者の身心機能の向上と社
会参加を目的としてスポーツ
教室の開催と県スポーツ大会
に参加支援していきます。

スポーツ大会への
参加支援

2
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幼 青 成 高
さまざまな障がいのある参加者同士の交
流が図られ、有意義であった。

福　祉　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

障害者スポーツ（卓球・サウンド
テーブルテニス）教室の開催（年１
０回）５月～６月、２月～３月 ○ ○ ○

青年期から
高齢期まで
の障害者 福　祉　課

大会を通じて、他市町村の参加者と交流
が図られ、参加者同士の親睦も深まっ
た。

福　祉　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

①県スポーツ大会（年６回）
●ボウリング・アーチェリー競技会
4月5日
●フライングディスク競技会　4月19
日
●陸上競技会　5月10、17日
●水泳競技会　７月5日
●卓球・ＳＴＴ競技会　7月12日
②湘南地区障害者卓球大会（年1回）
3月中旬頃

○ ○ ○

青年期から
高齢期まで
の障害者

福　祉　課

当初予算を上回る交付申請が有り、多く
の全国大会等出場者に対する支援が出来
た。また、２６年度より新たに「フライ
ングディスク教室」を開催し好評であっ
た。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●障がい者に対する全国大会等出場
交付金の交付
●さむかわスポーツデイ等、既存の
スポーツイベントに障がい者向けの
スポーツを取り入れる。

○ ○ ○

青年期から高
齢期までの障
害者 健康・スポーツ課

自主研修会の実施及び湘南ブロック研修
会に参加し、スポーツ推進委員の技量向
上及び茅ヶ崎市スポーツ推進委員等との
交流が図れた。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●自主研修会の実施
●湘南地区合同研修会参加

○ →

町民や各種団
体

健康・スポーツ課

幼 青 成 高
今年度は新規参加者の増加もあり、盛況
だった。今後は、男性の参加率の増加を
目指していきたい。 健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康づくり体操の日（原則毎月第２
水曜日と第４木曜日実施。年間1８
回） ○ →

寒川町民

健康・スポーツ課

自分でできる簡単マッサージは中高年者
向けに、若年層を対象にわくわく健康体
操講座を開催した。 公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

年齢層別にそれぞれのライフステー
ジにあった健康づくりにつながる講
座を開催する。 ○ →

町内在住・在
勤・在学の者

公　民　館

健康・スポーツ課

□継続
□廃止
■新規
□変更

★5月の最終水曜日(5/27)に15分以上
継続して運動することを奨励し、国
内同規模の自治体と参加率を競う。
自宅での個人参加や体育館等で各種
運動体験イベントを企画し、参加を
募る。
親子体操、ベビービクス、卓球、テ
ニス、サッカー、ラジオ体操、
wakuwaku体操

○ ○ ○ ○

町内で運動を
実施すること
の出来るすべ
ての方

健康・スポーツ課

２６年度から、骨密度測定をコツコツ教
室に変えて、委託でなく、自前で実施し
た。１回目より２回目の方が、定員枠も
増員でき、スムーズに実施できた。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

ライフステージ別料理教室　５月～
３月　全５回　１４４人予定
コツコツ教室を年間２回実施　各回
６０人程度予定

○ ○ ○ ○

寒川町民

健康・スポーツ課

文教大学出張講座（２回連続講座）は年
間１講座しか開催していないため、同一
のテーマで毎年開催することは難しい。 協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

文教大学等と連携して３回連続講座
を開催予定。テーマ未定。

○ →

一般成人

協働文化推進課

２６年度事業報告

２７年度事業予定

実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課

２７年度事業予定

実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課事業の成果・課題等 担当課

２６年度事業報告

事業の成果・課題等 担当課
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110
福祉に関する学習
講座の開催

小・中学校福祉協力校助成及び学校との連携
●寒川小学校：4年生　点字体験、手話・耳が不自由な人
の話　312名
●一之宮小学校：4年生　車いす体験、耳が不自由な人の
話　140名
●旭小学校：6年生　耳が不自由な人の話、車いす体験
333名
●小谷小学校：4年生　アイマスクと点字体験、車いす体
験、目が不自由な人の話、耳が不自由な人の話　312名
●南小学校：5年生　点字、アイマスク体験、車いす体
験、目が不自由な人の話　222名
●寒川中学校：ローリングバレーボール　99名
●旭が丘中学校：福祉書籍の購入
●寒川東中学校：3年生　いのちの学習　120名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

10月11日　第5回ふれあい福祉フェスティバル
＜出店団体＞34団体
＜来場者数＞約4000人
＜出店者会議＞3回
＜企画運営委員会＞6回

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2月14日　地域福祉フォーラム2015（町、茅ヶ崎
保健福祉事務所、社協の三者共催）
「みんなで考えよう！成年後見制度と地域づく
り」
講師：横浜弁護士会　内嶋順一氏
85名参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

障がい者スポーツ体験会では、障がい者スポー
ツの体験、障がいのある方と交流することで理
解促進と福祉について考えるきっかけとなる機
会として継続していく。またより多くの参加が
得られるよう周知する。
※障がい者スポーツ体験会の項目を追記

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

H26年度：認知症サポーター研修11回開催
参加者：687名（合計）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

健康トレーニング教室を開催
6～7月、8～9月､10～11月､12～1月、2～3月（全
5クール,40回実施）
延べ参加者数：638人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

113
国民健康保険制度
に関する啓発、学
習機会の充実

１月１２日開催の成人式において、参加者４１
４名にパンフレットを配布しエイズ予防に関す
る啓発を実施した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

114
国民年金制度に関
する啓発、学習機
会の充実

１月１２日開催の成人式において、参加者４１
４名に国民年金制度に関する啓発を実施した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②健康・福祉の活動の促進

1

健康づくり活動の
支援

自らの健康は自らが守れるよ
う、各種の健康づくりの講座
を開催します。 115

健康づくり（運
動、休養、栄養）
講座

●ヨガセミナー　7/22、7/29の2日で1コース。
1/31、2/7の2日で1コース。延べ168人。
●健康普及講座：デトックス教室10/24、10/31
の2日で1コース。延べ66人。ウォーキング教室
11/13、11/20の2日で1コース。延べ62人。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

食（栄養・食育）
に関する活動の支
援

食生活改善推進員の活動をは
じめとした食に関する住民が
主体となった活動を支援しま
す。また、人材の育成を支援
します。

116
食生活改善推進員
活動の支援

食生活改善推進員養成講座（１０日×１コー
ス）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

117
福祉ボランティア
活動への支援

ボランティア情報交換会開催
5/30　13名参加
10/30　19名参加

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

118
運動ボランティア
養成講座

健康運動ボランティア養成セミナー（６日×１
コース）
73歳以下の町民
延べ６０名

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

119
ブックスタートボ
ランティア活動支
援

月1回７か月相談来所者（348人／年）にボラン
ティアが8名が絵本の読み聞かせを実施。
年1回ボランティア会議に登録ボランティア20名
が参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業

連
番

２６年度事業報告

事業内容

介護保険制度に関
する啓発、学習機
会の充実

112

3

福祉活動、ボラン
ティア活動などに
ついての意識啓
発、学習機会の充
実

住民が主体となった福祉活
動・ボランティア活動に、参
加、体験ができるよう、必要
な教室開催等を行います。

111
福祉に関するイベ
ントの開催

4

社会保障制度につ
いての意識啓発、
学習機会の充実

様々な情報媒体や説明会等を
通じて社会保障制度について
の意識啓発、学習機会の充実
を図り、適切な利用を促して
いきます。

主な実施事業
２６年度事業報告

施策名

住民が主体となった福祉活
動、ボランティア活動、健康
づくり活動を支援するため、
必要な教室開催等を行いま
す。

3

福祉活動、ボラン
ティア活動などの
支援

NO ５年間の取り組み目標
連
番 事業内容 目標に対する達成状況
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幼 青 成 高
町内全小中学校に福祉に関する学習に対
しての助成を行った。また助成金のみな
らず、各学校の福祉教育活動への協力・
調整も行い、思いやりとたすけあいの心
を育むことができた。（全8校で、のべ16
プログラム、のべ参加者1,538名） 福　祉　課

（社協）

■継続
□廃止
□新規
□変更

小中学校福祉協力校助成事業を継続
し、町内の小中学生へ福祉を育む学
びの場をつくる。

○ ○ ○

町内の小中学
校、地域の方

福　祉　課
（社協）

誰もが気軽に集い、福祉に関する催し物や模
擬店を通じて、交流や体験の場を提供した。
地域の中で繋がりが生まれ、福祉への関心と
理解、自らが地域の一員として関わっていく
心を育むことができた。（出店団体34団体、
来場者のべ4,000人、出店者会議　全3回、企
画運営委員会　全6回）

福　祉　課
（社協）

■継続
□廃止
□新規
□変更

第６回ふれあい福祉フェスティバル
をさむかわ中央公園にて開催予定。
当日は体育館で全日本プロレスの
チャリティー試合が開催される予定
もあり、例年以上の来場者が見込ま
れる。より多くの人に対して福祉啓
発を行う機会としたい。

○ ○ ○ ○

地域の方、近
隣地域も含め
た来場者

福　祉　課
（社協）

「みんなで考えよう！成年後見制度と地
域づくり」と題し、成年後見制度を切り
口として、「地域づくり」「つながり」
を根底に、地域の担い手づくりの契機と
した。８５名の参加があり、制度の理解
が深まったとともに権利擁護の意識高揚
につながった。

福　祉　課
（福祉課、社
協、茅ケ崎保
健福祉事務

所）

■継続
□廃止
□新規
□変更

地域福祉フォーラム１０年目という
節目を迎えるにあたり、事業のあり
方、今後の方向性等含めて共催機関
で検討をする。 ○ ○ ○ ○ 地域の方

福　祉　課
（社協）

障がい者理解、福祉について考える機会と
なった。50名の参加があり、また夏休み期間
中の開催で子どもの参加もあり（小学生12
名、中学生4名）、福祉の若い芽の育成にも
繋がった。サウンドテーブルテニス、ローリ
ングバレーボール、フライングディスクの3
種目を体験。いずれの種目も町内でそのス
ポーツを普及している団体（寒川ＳＴＴクラ
ブ、ＲＶＣサムライ寒川、ビバ寒川ＦＤ等）
に講師としてご協力いただいた。

福　祉　課
（社協）

■継続
□廃止
□新規
□変更

前年度と同様、障がい者スポーツの
体験、障がいのある方と交流するこ
とで理解促進と福祉について考える
きっかけとなる機会として継続して
いく。またより多くの参加が得られ
るよう周知する。

○ ○ ○ 地域の方
福　祉　課
（社協）

自治会や中学校等からの要請に対して研
修を実施し、参加者に認知症に対する正
しい知識を提供することが出来た。

■継続
□廃止
□新規
□変更

要請に応じて随時

○ ○ ○

町内在住・在
勤・在学の方

健康長寿のためのプログラムであり、参
加希望者も多い。地域の介護予防策とし
て、今後も継続的に実施していく。

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康トレーニング教室を開催6～7
月、8～9月､10～11月､12～1月、2～3
月（全8回×5クール）各クール20人
程度募集

○

町内在住の65
歳以上の方

感染防止に関する正しい知識を身につけ
てもらうことにより、正しい行動をとる
ことににつながる。 保険年金課

■継続
□廃止
□新規
□変更

啓発活動1回

○ ○ →

成人式出席者

保険年金課

国民年金制度に関する啓発を行うことが
できた。

保険年金課

■継続
□廃止
□新規
□変更

啓発活動1回

○ ○ →

成人式出席者

保険年金課

幼 青 成 高
デトックス教室は２６年度初めての講座
や講師だったが、参加者アンケートから
高い満足度が得られた。 健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●ヨガセミナー（２日×２コース）
●健康普及講座（２日×２コース）
●ロコモティブシンドローム予防講
座（１回）

○ →

寒川町民

健康・スポーツ課

養成講座終了者８名のうち、寒川町食生
活改善推進団体に5名加入した。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

食生活改善推進員養成講座（１０日
×１コース）

○ →

寒川町民

健康・スポーツ課

講座の開催はなし。社協ボランティアセ
ンターに登録しているボランティアを対
象に、例年開催している情報交換会を行
い、ボランティア同士のつながり、新た
な活動先の開拓等につながった。（５
月、１０月に開催、のべ３２名参加。紙
芝居や折り紙等のボランティア活動をを
小地域福祉活動（地域のサロン）で新た
に実施）

福　祉　課
（社協）

■継続
□廃止
□新規
□変更

前年度と同様に、ボランティア活動の
きっかけづくり、情報交換、交流を目的
に講座を開催するが、名称や開催方法、
周知については検討が必要。幅広い世代
の方がより多く参加して下さるよう、工
夫をして取り組みたい。また、登録して
いるボランティア同士の情報交換、交流
の場は、26年度実績にもあるように、お
互いの活動内容を知り顔がつながること
で新たなボランティア活動先の開拓につ
ながるなどの展開もあるので、引き続き
この場を大切にしていきたい。

○ ○ ○ 地域の方
福　祉　課
（社協）

毎回参加者が集まりにくい講座ではある
が、継続して参加した参加者はみんな健
康運動ボランティアになり、現在も活躍
している。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康運動ボランティア育成セミナー
（２日×１コース）

○ ○ ○

健康運動ボラ
ンティア

健康・スポーツ課

読み聞かせの方法等について、年1回の会
議で研修を実施し、ボランティアの資質
向上ができている。 健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

ブックスタート月1回　　　　　　ボ
ランティア会議年1回

○ ○

乳幼児、保護
者

健康・スポーツ課

高齢介護課

対象（ライフステージ）
対象 担当課

２７年度事業予定

実施状況 事業内容

２７年度事業予定

実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象

２６年度事業報告

事業の成果・課題等 担当課

高齢介護課

２６年度事業報告

事業の成果・課題等 担当課 担当課
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６　環境
①環境について知り・学ぶ機会の充実

1

寒川町環境基本計
画・環境行動指針
についての周知

環境報告書の作成・公表や、
インターネットによる環境情
報の公表などにより、環境基
本計画や環境行動指針をより
多くの方に、周知することを
目指します。

120
環境情報の提供事
業

●環境報告書の作成。
●広報・ホームページで公表。
・報告書概要版「さむかわの環境の概要」を転
入者する方へ配布。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

環境情報の収集と
公表

環境報告書や、インターネッ
トなどより環境情報を分かり
やすく公表し、かつ内容を充
実することにより、より多く
の方が手軽に環境情報を入手
できるようにすることを目指
します。

121
環境情報の提供事
業

●分かりやすいホームページを作成。
●環境コーナーの設置を継続。
　・生物多様性に関するパネル展（総合体育館
ロビー、5/17）
　・生物多様性ミニ展示（総合図書館、5/13～
5/31）
  ・温暖化防止月間図書コーナー（総合図書
館、11/15～12/10）
　・リサイクルセンター環境コーナー（常設）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

122
環境教育・学習の
推進事業

●環境フェスティバル　5月17日　約4,700人参
加
●温暖化防止セミナー　5月17日　16人参加
●川の生き物調査隊　　7月26日　27人参加
●みんなで森を知ろう　8月5日　 16人参加
●親子環境バスツアー　8月21日　10人参加
●エコクッキング講座　11月28日　16人参加
●環境保全研修会　1月22日　22社25人参加
●環境バスツアー　1月29日　5人参加
●野鳥観察会　2月11日　21人参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

123
環境教育・学習の
推進事業

文教大学出張講座（2回連続講座）は「環境」以
外のテーマで開催したため、実施なし。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

124
環境に関する講座
等の開催

環境講座（町民センター・北部）を開催する。
施設見学は廃止する。環境講座で施設見学は行
う。（北部）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②環境活動の促進

125
行動指針（町民
編）の実践支援

●広報掲載と学習会等の開催。
（広報掲載12回、学習会等開催13回）
●第2次寒川町環境基本計画についてのお知らせ
（概要版）を転入者へ配布し、環境負荷低減を
図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

126
行動指針（事業者
編）の実践支援

●広報掲載と学習会等の開催。
（広報掲載12回、環境保全研修会22社25人参
加）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

127
行動指針（行政
編）の実践

新たにスタートした寒川町地球温暖化対策実行
計画（行政編）について職員研修会などで周知
し、効果的な取り組みを実践した。
●年間を通した省エネ節電を実施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

128
ごみ減量化推進事
業

自治会等各種団体へごみの減量化説明会を開催
し、ごみの減量化への協力のお願い。生ゴミ処
理機の補助やコンポスターの斡旋販売について
周知した。ニコニコリサイクルフリーマーケッ
トを2回開催した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

129
資源ごみ分別推進
事業

衛生指導員会議2回開催し、資源物の分類方法等
を周知した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

目標に対する達成状況

目標に対する達成状況

1

寒川町環境行動指
針の実践

寒川環境町民会議などと連
携・協働し、環境行動指針
（町民編・事業者編）の実践
を目指します。また、行政編
については庁内の取り組みを
推進し、環境負荷低減を図り
ます。

2

資源循環型社会の
構築に向けた取組
みの促進

住民の協力のもとに、ごみの
減量化、再利用に向けた事業
を推進します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

２６年度事業報告

事業内容
NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業

連
番

主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

事業内容

3

環境に関する学習
機会の充実

様々な体験を通して環境につ
いて学べるよう、学習機会を
充実するほか、住民との協
働・連携を図った学習機会の
創出を目指します。
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幼 青 成 高
単なる報告書の公表では、見る人が限ら
れるため、簡潔で分かりやすい概要版を
配布することで多くの方に周知を図れ
た。 環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●環境報告書の作成・公表
●報告書の概要版である「さむかわ
の環境の概要」今後も作成し、町の
状況を多くの方に知ってもらう。 ○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者・滞在者

環　境　課

昨年に引き続き、環境コーナーを３箇所
設置したので、多くの方に情報を提供で
きた。

環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●分かりやすいホームページの作成
を心掛ける。
●環境コーナーの設置を継続。
●環境に関するパネル展を、毎年実
施するフリーマーケットと同時開催
の環境フェスティバルで実施する事
で、多くの方に啓発する。

○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者・滞在者

環　境　課

予算が無い中無料の講師派遣等を活用
し、多くの方に参加頂けるよう様々な
テーマで環境学習を実施した。
また、環境団体とも連携して実施でき
た。

環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●予算のかからない、環境学習講座
等の開催を継続する。

●環境団体と連携する事で学習体験
の機会の充実を図る

○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者

環　境　課

文教大学出張講座（２回連続講座）は年
間１講座しか開催していないため、同一
のテーマで毎年開催することは難しい。 協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

文教大学等と連携して３回連続講座
を開催予定。テーマ未定。

○ ○ →

一般成人

協働文化推進課

３館で行っているため南部の講座を廃
止。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

環境講座を開催する。施設見学は未
定。

○ →

町内在住・在
勤・在学の者

公　民　館

幼 青 成 高
広報記事の掲載だけで無く、環境学習の
機会を多く設けることで環境行動の実践
に向けての啓発ができた。 環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●広報掲載と学習会等の開催。
●第2次寒川町環境基本計画について
のお知らせ（概要版）を転入者へ配
布し、環境負荷低減を図る。

○ ○ →

町民

環　境　課

広報記事の掲載だけで無く、環境学習の
機会を設けることで環境行動の実践に向
けての啓発ができた。 環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●広報掲載と学習会等の開催。
●第2次寒川町環境基本計画について
のお知らせ（概要版）を活用し、環
境負荷低減を図る。

○ →

町内事業者

環　境　課

実行計画の報告書様式を、経過や状況が
図れる様式に変え、各課で省エネルギー
に取り組むことができた。

環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●第2次寒川町環境基本計画について
のお知らせ（概要版）を活用し、環
境負荷低減を図る。
●寒川町地球温暖化対策実行計画
（行政編）の運用を通して職員への
環境負荷低減の取り組みを図る。

○

町職員
指定管理者施
設の職員

環　境　課

フリーマーケットの開催、生ごみ処理機
の補助や斡旋、ごみの減量化に関する説
明などを通じて、ごみの減量化、資源化
の意識醸成が図られた。

環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●自治会の集まりなどに積極的に参
加し、ごみの減量化、資源化の啓発
を図る。
●毎年５月と１０月にフリーマー
ケットを開催する。

○ ○ →

町民

環　境　課

衛生指導員会議を通じて、資源物の分別
や、ごみの減量化、資源化への意識向上
が図られた。 環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●衛生指導員会議を開催し、資源物
の分類についての説明や、ごみの減
量化、資源化についての啓発を行
う。

○ ○ →

町民

環　境　課

対象（ライフステージ）
対象 担当課担当課 実施状況 事業内容

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

事業の成果・課題等
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130
地球温暖化防止対
策の推進事業

●茅ヶ崎、藤沢と行うエコウェーブの取り組み
として、温暖化防止の啓発やセミナー、バスツ
アーを実施。
・みんなで森を知ろう　8月5日　16人参加
・親子環境バスツアー　8月21日　10人参加
・環境バスツアー　1月29日　3人参加
・温暖化防止月間街頭啓発　12月10日
●公共施設のみどりのカーテン設置　15施設
●広報等
12月の温暖化防止月間に広報による啓発。
●町民向け温暖化防止セミナー
　                  5月17日　16人参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

131
環境基本計画推進
事業

●「第2次寒川町環境基本計画」に基づき、取り
組みを進めた。概要版を転入者へ配布。
●「平成25年度版環境報告書」を作成し公表し
た。（各課各施設、町内小中学校、寒川高校、
県施設等に配布。）
●「さむかわの環境ってどーなってるの」（環
境報告書概要版）を町内の学校へ配布。
●環境審議会　2回開催

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

132
オゾン層の保護事
業　　（２３年度
まで）

温暖化防止月間である12月に、オゾン層保護を
呼びかける記事を広報に掲載。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

133
まちぐるみ美化運
動等事業

年２回（6月29日、11月9日）実施。
自治会、協力団体、事業所などが参加し、町内
全域でごみ拾いを行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

134 河川美化事業

相模川：5月25日実施。町民、事業所、協力団
体、学校などが参加。
目久尻川・小出川：2月28日実施。自治会、さむ
かわエコネット、町の共催。県土木の後援。事
業所、協力団体、学校などへも呼びかけを行っ
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

135
住みよい環境を守
り育てる事業

5月17日に条例啓発キャンペーンを実施。
条例啓発ポスターを小中学生から募集し、選定
された絵をポスターにして、町内の事業所、店
舗、公共施設、学校などに掲示していただき啓
発。また、ポスター展も開催。
マナー啓発看板の配布。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

136
寒川環境町民会議
との協働作業

さむかわエコネット(寒川環境町民会議)に対し
交付金を交付し活動を支援。また、具体的な活
動についても人的・物的協力をし、連携・協働
により環境活動の活発化を推進。
●クリーン作戦(ゴミ拾い)
　8回　計153人参加
●川の生き物調査隊
　7月26日　27人参加
●野鳥観察会
　2月11日　21人参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

137
緑化活動団体育成
事業

緑化意識の高揚のため、引き続き川とのふれあ
い公園に３４区画、２５名の方に花壇の貸し出
しを行った。（通年）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

138
緑化活動団体育成
事業

緑化意識の高揚のため、引き続き川とのふれあ
い公園に34区画、25名の方に花壇の貸し出しを
行った。（通年）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

139
生け垣等緑化推進
事業

みどりあふれる美しい町並みや景観の形成、防
災、防火のための緑化推進を図るため、既存の
生け垣の助成制度を検討した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

140
緑のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ・緑
化ﾌｪｱの開催

秋の産業まつり開催時の「緑化フェア」にて緑
化の普及啓発活動を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

141
花植えボランティ
アの普及

25年度と同規模で実施
第1回：6月8日（日）
第2回：11月2日（日）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

7

農業と住民のふれ
あいの創出

農業や緑化、環境保全などに
ついての理解を深めてもらえ
るよう、住民参加型の事業を
推進します。

142 家庭菜園事業

町内5カ所232区画の家庭菜園を町内在住者に貸
し出した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

事業内容 目標に対する達成状況
連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

5

環境団体の育成・
活動促進

環境保全、緑化等にかかわる
住民の主体的な活動を支援
し、環境活動の活発化を目指
します。

6

緑化の促進 緑化推進啓発事業を進め、住
民の協力のもと、生け垣や保
存樹林などにより、緑化を推
進します。また、緑化を推進
する団体を支援します

3

省エネルギー、地
球温暖化対策等へ
の取組みの促進

環境行動指針の実践により、
環境負荷低減を図ります。

4

地域ぐるみの環境
美化運動の推進

住みよい環境を守り育てる町
づくり条例の主旨である、ポ
イ捨てや犬の糞放置、落書き
等住民生活への迷惑行為防止
に関わる周知啓発を行うとと
もに、一定の成果があるまち
ぐるみ美化運動や環境美化活
動、相模川美化キャンペーン
を推進し、目久尻川や小出川
の河川美化活動が広がるよう
自治会等団体の啓発や支援を
します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
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幼 青 成 高
昨年度に比べ広域で連携した温暖化防止
の取組が充実し、多くの方に温暖化防止
や省エネルギーについて啓発できた。

環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●「省エネ・省資源行動及び緑の保全
等による地球温暖化防止に向けた取組
の推進」をテーマとし、環境分野で先
進的な取組をしている施設を紹介する
環境バスツアー、子どもたちに緑の大
切さを学んでもらう緑の保全セミ
ナー、環境月間などの啓発キャンペー
ンを継続し、新エネルギーとして注目
されている「水素」について調査研究
を進める。
●使用済みインクカートリッジを回収
する、「インクカートリッジ里帰りプ
ロジェクト」を継続する。
●広報やＨＰ等で温暖化防止に関する
啓発や情報提供・温暖化防止に関する
学習会を行う。

○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者・滞在者

環　境　課

環境報告書を作成すると共に、分かりや
すくまとめた概要版（さむかわの環境っ
てどーなってるの）を作成し、町内の学
校に配布する事で、若い世代にも啓発で
きた。 環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●第2次寒川町環境基本計画に基づき
取り組みを進める。
●報告書の概要版である、「さむか
わの環境の概要」今後も作成し、町
の状況を多くの方に知ってもらう。 ○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者・滞在者

環　境　課

温暖化防止は地球規模の問題であるた
め、成果は見えにくいが、引き続き啓発
を続けていく。 環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●12月の温暖化防止月間を中心に、
広報・ＨＰ・ポスター等の掲示によ
る啓発及び情報提供を行う。 ○ ○ →

町職員・町
民・町内事業
者・滞在者 環　境　課

ツイッターも加え広く参加を呼びかけて
おり、今まで参加経験がない団体が環境
美化活動に参加している。 環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

年２回（6月28日、11月8日）実施予
定
自治会、協力団体、事業所などが参
加し、町内全域のごみ拾いを行う。

○ ○ ○ →

町民・町内事
業者・各種団
体 環　境　課

気持ちよく散歩できる河川を目指して、
河川美化の啓発や地域での自主的なごみ
拾いの輪が広がるように、住民との協働
で目久尻川・小出川の河川美化キャン
ペーンを実施できた。参加者数は、前年
度より１割程度増えた。

環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

相模川：5月31日実施予定。町民、事
業所、協力団体、学校などが参加し、
相模川河川敷（神川橋下流）などでご
み拾いを行う。
目久尻川小出川：2月27日実施予定。
自治会、町の共催。さむかわエコネッ
ト、事業所、協力団体、学校なども参
加し、目久尻川及び小出川でごみ拾い
を行う。

○ ○ ○ →

町民・町内事
業者・各種団
体

環　境　課

条例啓発キャンペーンは、ニコニコリサ
イクルフリーマーケットと環境フェス
ティバルに合わせておこないより多くの
人に啓発が出来た。
マナー啓発看板が不足した分について
は、ラミネート看板を作成して対応し
た。

環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

5月16日にニコニコリサイクルフリー
マーケットと環境フェスティバルに合
わせて、地域や学校、団体と一緒に条
例啓発キャンペーンを実施予定。
条例啓発ポスターを小中学生から募集
し、選定された絵をポスターにして、
町内の事業所、店舗、公共施設、学校
などに掲示し啓発予定。
また、12月頃にポスター展開催。
随時マナー啓発看板の配布。

○ ○ ○ →

町民・町内事
業者・各種団
体

環　境　課

今までは2つの部会で運営していたが、今
年度より部会が無くなり、運営方法につ
いての課題が出てくると思われる。
会員数も増加し、自主的な活動も増えて
きている。

環　境　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

第2次寒川町環境基本計画で掲げる望
ましい環境像を実現するため、環境
に関する活動を実施する、さむかわ
エコネットに対して、活動を支援
し、連携・協働し活発化を図るた
め、交付金を交付する。 ○ ○ →

町民・町内事
業者

環　境　課

緑化意識の高揚のため、引き続き川との
ふれあい公園に３４区画、２５名の方に
花壇の貸し出しを行った。利用者間での
活動頻度に差があることが課題である。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

緑化意識の高揚のため、引き続き川
とのふれあい公園に３４区画、２５
名の方に花壇の貸し出しを行う。
（通年）

○ →

緑化活動を推
進する団体

都市計画課

緑化意識の高揚のため、引き続き川との
ふれあい公園に３４区画、２５名の方に
花壇の貸し出しを行った。利用者間での
活動頻度に差があることが課題である。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

緑化意識の高揚のため、引き続き川
とのふれあい公園に３４区画、２５
名の方に花壇の貸し出しを行う。
（通年）

○ →

緑化活動を推
進する団体

都市計画課

既存の生垣助成制度の検討を行いました
が、制度設計までは出来なかった。引き
続き、検討を行い、実施に向けて取り組
んでいく必要がある。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

既存の生け垣の助成制度を検討し、
新しい制度を実施し、みどりあふれ
る美しい町並みや景観の形成、防
災、防火のための緑化推進を図る。

○ →

町内に住居を
有する者

都市計画課

苗木の配布、緑化ポスターコンクール受
賞作品の展示等で緑化推進、普及啓発活
動を行った。26年度より樹名板作成コー
ナーを設置し、来場者に樹名板を描いて
もらった。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

引き続き秋の産業まつり開催時の
「緑化フェア」にて緑化の普及啓発
を行う。 ○ →

町民等

都市計画課

花植えについては、近隣中学を含め多数
の参加者によって、実施された。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

26年度と同規模で実施
第1回：6月　　　　　　　　　　第2
回：11月 〇 〇 〇 →

町民・町内事
業者

都市計画課

一般町民の方々が土と親しむ場づくりを
行い、収穫する喜び等を通じて、農業に
対する理解を深めてもらった。 産業振興課

■継続
□廃止
□新規
□変更

町内5ヵ所232区画の家庭菜園を町内
在住者に貸し出しをする。

○ →

町内在住者

産業振興課

２７年度事業予定

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課

２６年度事業報告
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７　安全
①安全について知り・学ぶ機会の充実

143
総合防災訓練の実
施

大規模地震を想定して、町・防災関係団体・地
域住民が一体となった大規模地震発災対応型訓
練を実施した。
実施日：8月24日（日）参加者：７９７名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

144
防災に関する教室
の開催

自治会、関係団体等の要請を受けて実施した。
・肢体不自由児父母の会（6/18)
・子育て支援センター(10/21)
・寒川国際交流協会(12/16)
・教頭会（2/17)

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

145
自主防災訓練の実
施

自治会（自主防災組織）・地域避難所運営委員
会における防災訓練を実施。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

146
火災・防災等に関
する教室の開催

希望者と中学生の職場体験や各種講習会、消防
署見学を随時実施する。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

防犯に関する情報
提供や学習機会の
充実

町民の防犯意識をより高める
ため、防犯講演会、防犯キャ
ンペーン等の充実を図りま
す。

147
防犯に関する講演
会の開催

①防犯アドバイザーを活用して、講話を実施し
た。（計７回）
②防犯キャンペーンを実施した。
　（７月、１０月　計２回）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

148
交通安全教室の開
催

①町内５小学校において、警察と連携して交通
安全教室を開催。
  自転車の乗り方、道路の歩行訓練及びダミー
人形による衝突実験を
  実施した。
　参加者総数：９５４人
②高齢者向けの交通安全講習を実施した。
　ドライビングスクール（６５歳以上対象）
　９月２５日（木）京急自動車学校茅ヶ崎校
　参加者：４人

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

149
交通安全キャン
ペーンの開催

春夏秋、年末をはじめ、行事のあるごとに機会
をとらえ交通事故防止の啓発活動を実施した。
春：４月１５日／夏：７月２２日／秋：９月３
０日／産業まつり：１１月１６日／年末：１２
月２２日

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

150
応急手当等に関す
る講習の開催

普通救命講習会ＡＥＤ取扱い、三角巾等の応急
手当講習を実施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

151
指導者講習会の開
催

受講希望者が継続的にないため平成２６年度よ
り廃止。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

5

薬害等に関する情
報提供や学習機会
の充実

青少年健全育成のため、保護
者を巻き込んだ活動になるよ
う広報・啓発活動等を推進し
ます。

152
薬物乱用防止活動
の推進

薬物乱用防止キャンペーンとして旭が丘中、寒
川東中、寒川高校の文化祭への参加、産業まつ
りでも行った。
また、広報誌を4/1号広報さむかわに折り込み全
戸配布し、横断幕を、７月の「青少年の非行・
被害防止全国強調月間」、１１月の「子ども・
若者 育成支援強調月間」に合わせ掲載した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

6

食の安全に関する
情報提供や学習機
会の充実

食の安全に関する情報提供や
学習機会を充実します。

153
各種栄養教室の実
施

ライフステージ別（幼年期、少年期、壮年期、
中年期、高年期）料理教室　5月～3月
全5回

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

154
消費生活に関する
情報提供

・広報紙やホームページを活用し、消費者保護
のための啓発を実施した。（年４回）
・10月のかながわ消費者週間にあわせ、啓発用
チラシの全戸配布を行った。
・1/12の成人式にて啓発用ポケットティッシュ
を配付した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

155
消費生活に関する
教室やイベントの
開催

各種団体等を対象に講座を開催
6/7　公民館利用者の会　　 　　 43名
3/3　旭が丘中学校3年生　　　　164名
3/6  寒川町老人クラブ連合会　　26名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

156 消費生活相談

毎週月・木曜日に相談を実施。（祝日を除く）
相談件数は104件（継続案件を除く）
茅ヶ崎市で受けた寒川町在住、在勤者の相談は
86件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

主な実施事業

7

消費生活に関する
情報提供や学習機

会の充実

「賢い消費者」「自立した消
費者」の育成に努めます。ま
た、茅ヶ崎市と協定を締結し
た消費生活相談業務相互利用
の充実を図ります。

4

応急手当に関する
情報提供や学習機
会の充実

研修会等を開催し、応急手当
に関する情報提供や学習機会
の充実を図ります。

1

防災・火災予防に
関する情報や学習
機会の充実

町民の防災意識をより高める
ため、防災訓練、防災講演会
等の充実を図るとともに、自
治会や地域団体等の防災講座
や防災訓練等を積極的に実施
します。

3

交通安全に関する
情報や学習機会の
充実

町内の交通事故0（ゼロ）を
目指すため、町民に対する交
通安全教室や交通安全講座等
の充実を図るとともに、町内
で交通安全キャンペーンを実
施します。

連
番 事業内容

２６年度事業報告

目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標
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幼 青 成 高
大規模地震を想定した各種訓練を通じて
町民の防災意識の向上を図ることが出来
た。 危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

大規模地震を想定して、町・防災関
係団体・地域住民が一体となった大
規模地震発災対応型訓練を実施す
る。実施予定日：9月27日（日）

○ ○ ○ →

町内自主防災
組織２３自治
会（町民）・
防災関係機
関・防災協力

危機管理課

自治会、関係団体等の要請を受けて実施
し、防災に対する啓発が図れた。

危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

自治会、関係団体等の要請を受けて
実施予定。（年2～3回程度）

○ ○ ○ →

町内自主防災
組織２３自治
会（町民）他 危機管理課

自主防災組織・避難所運営委員会による
防災訓練を１６回実施した。訓練の内容
や実施頻度について、各組織で温度差が
あるため、引き続き防災意識の向上に向
けての啓発活動が必要である。

危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

自治会・自主防災における防災訓練
を積極的に実施する。

○ ○ ○ →

町内自主防災
組織２３自治
会（町民） 危機管理課

中学生の職場体験2回9名、小学生や未就
学児とその保護者の消防署見学10回746名
の参加申し込みがあった。幼少期からの
防災・火災予防に対しての意識の高揚が
図れた。今後も継続して実施することが
望ましい。

予　防　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

中学生の職場体験や各種講習会、ま
た幅広い年齢層に対し、消防署見学
を随時実施する。 ○ ○ ○ →

中学生・希望
する親子

予　防　課

防犯意識高揚のためには、継続的な啓発
活動と学習機会の提供が必要である。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

防犯アドバイザーを活用して、警察
署や防犯関係団体との連携を強化し
ながら、地域･行政･警察が一体と
なって防犯活動を実施する。

○ ○ ○ →

各自治会等

一般町民及び
近隣市民

協働文化推進課

交通安全の意識高揚を図るために、継続
的な啓発活動が必要である。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

町内５小学校において、警察と連携
し、自転車の乗り方、道路の歩行訓
練及びダミー人形による衝突実験を
実施する。
高齢者向けの交通安全講習を実施す
る。 ○ ○ ○ →

小学１年生・
小学３年生・
高齢者

協働文化推進課

交通安全の意識高揚を図るために、継続
的な啓発活動が必要である。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

春夏秋、年末をはじめ、行事のある
ごとに機会をとらえ交通事故防止の
啓発活動を実施する。 ○ ○ ○ →

一般町民及び
近隣市民

協働文化推進課

普通救命講習会及び応急手当訓練を91回
3,556名に対し実施。患者の社会復帰率の
向上のため今後も継続して実施すること
が望ましい。 予　防　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

普通救命講習会、ＡＥＤ取扱い、三
角巾等の応急手当講習を実施。

○ ○ →

町事業所、学
校・自主防災
組織等必要と
する者 予　防　課

― 予　防　課

□継続
□廃止
□新規
□変更

― ○ ○ →

町事業所、学
校・自主防災
組織等必要と
する者

予　防　課

各事業開催をした。今までも成果を上げ
てきており、今後も続け、青少年の住み
やすい町への活動を行っていく。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

団体の協力により①旭が丘中、寒川
東中、寒川高校の文化祭等薬物乱用
防止キャンペーンを予定
②産業まつり時薬物乱用防止キャン
ペーンを予定
③広報誌を4/1号広報さむかわに折り
込み全戸配布
④横断幕を年2回7月・11月に掲示予
定

〇 〇 →

青少年及び成
人

子ども青少年課

料理教室の内容は毎年好評であるが、受
講者を集めるのが大変。５回実施139人参
加 健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

ライフステージ別料理教室　５月～
３月　全５回　１４４人予定

○ ○ ○

寒川町民

健康・スポーツ課

より多くの町民に対し、消費生活に関す
る情報を周知し、啓発を行った。

町民窓口課

■継続
□廃止
□新規
□変更

広報紙やホームページを活用し、消
費者保護のための啓発を継続的に実
施。
成人式にパンフレットを配付。

○ ○ →

寒川町民

町民窓口課

より多くの町民に対し､消費生活に関する
被害を防ぐための意識づけを行った。ま
た消費者教育推進の観点から、昨年度に
引き続き中学校での講座を実施した。

町民窓口課

■継続
□廃止
□新規
□変更

各種団体等を対象に講座を開催。

○ ○ ○

寒川町民
特定の年齢層
など。（高齢
者、青少年
等）

町民窓口課

相談窓口を知らない人や被害に遭ってい
ることに気づかない人など潜在的な被害
者に対する相談体制の周知方法等につい
て研究を行う。

町民窓口課

■継続
□廃止
□新規
□変更

毎週月・木曜日に相談を実施。（祝
日を除く）
茅ヶ崎市との協定による相互利用を
継続。

○ ○ →

寒川町民及び
茅ヶ崎市民

町民窓口課

対象（ライフステージ）
対象

２７年度事業予定

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容

２６年度事業報告

担当課
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②安全なまちづくりにむけての活動の促進

157
自主防災意識の啓
発

●2月1日に防災講演会を実施。
●各種町主催のイベントにて啓発事業を実施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

158
自主防災組織の支
援

各自主防災組織のリーダーに対し防災・減災の
ための講習会を実施する。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

159
防火団体の育成と
活動支援

園児等を対象に防火教室7園1,577人、女性防火
教室、住警器設置調査を実施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

160 消防団活動の支援

施策内容との事業目的が異なるため、当実施事
業から廃止。（25年度廃止）

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

161
地域ぐるみの防犯
パトロールの支援

児童・生徒の下校時に防犯パトロール車で巡回
するとともに、地域の防犯パトロールを実施し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

162
子どもの安心・安
全を見守る活動の
推進

子どもの安心・安全を見守る推進委員会の開催
（５月２１日）及び学校、地域の実態に応じて
登下校時を中心とした見守り活動を実施。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

交通安全活動への
支援

子どもたちを事故から守る事
業を推進します。

163 黄色い帽子の配布

児童を交通事故から守るため、町内各小学校に
入学する新１年生に黄色い帽子を配付した。
配付総数：４５２個

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

消費生活活動団体
の育成支援

暮らしに役立つ情報を提供
し、活動団体の支援を図りま
す。 164

消費生活関連の活
動団体育成支援

町のイベントなどに参加する団体の活動を後援
することにより支援した。
産業まつり出店
　・湘南生活クラブ茅ヶ崎コモンズ
　・コープ茅ヶ崎市寒川町エリア会

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

８　その他住民生活に係わる分野
①生活課題について知り・学ぶ機会の充実

165
コミュニティバス
の運行に関する情
報提供

各施設や車内においてのパンフレットの配布
や、広報・ホームページ等での周知を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

166

土地利用、都市基
盤整備に関する情
報提供、学習機会
の充実

土地利用、都市整備基盤に関する情報提供 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

167

土地利用、都市基
盤整備に関する情
報提供、学習機会
の充実

引き続きホームページや窓口で都市計画情報の
提供を行うほか、必要に応じ説明会等を行う。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

地域の産業に関す
る情報提供や学習
機会の充実

町産業を町民に紹介し、明る
いまちづくりを推進します。

168 産業まつりの開催

11月15日（土）に農産物品評会、11月16日
（日）に産業まつりを開催した。今年は30回記
念ということで、例年の事業内容に加えて第30
回記念事業（キリンビバレッジプレゼンツ３０
秒ラブレター、ストップウォッチ３０秒ビタ止
め大会）を開催した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

169
広域行政に関する
情報提供

昨年同様ホームページや2市1町の広報紙、協議
会ニュースにより情報発信を行った。
また、媒体の配架場所や配架部数等の検証を行
い、より効果的な方策について検討を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

170
行政に関する情報
の充実

7月号、11月号、2月号の広報紙に藤沢市と茅ヶ
崎市の情報を掲載した。
8月号、11月号の広報紙に海老名駅と寒川駅を結
ぶ路線バスの実証運行に関する情報を掲載し
た。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

171 消費生活相談

毎週月・木曜日に相談を実施。（祝日を除く）
相談件数は104件（継続案件を除く）
茅ヶ崎市で受けた寒川町在住、在勤者の相談は
86件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

事業内容

3

広域行政に関する
情報提供や学習機
会の充実

広域行政の取り組みや広域的
な連携により実施する事業に
ついて、情報提供や学習機会
の充実を図ります。

目標に対する達成状況

1

都市基盤整備な
ど、公共事業につ
いての情報提供や
学習機会の充実

町が進める公共事業について
理解を深め、住民の参加と創
意により、個性あるまちづく
りを進めるため、各種事業に
ついて情報提供や学習機会の
充実に努めます。

NO 施策名

2

地域ぐるみの防犯
対策への支援

自治会や関係機関等の協力を
得て、子どもの登下校中の安
全や地域の安全確保を図りま
す。

５年間の取り組み目標

２６年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況
NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業

連
番

1

自主的な防災活
動・消防活動への
支援

町民の防災意識をより高める
ため、防災訓練、防災講演会
等の充実を図るとともに、自
治会や地域団体等の防災講座
や防災訓練等を積極的に実施
します。
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幼 青 成 高
2月1日に防災講演会を実施し、１５９名
の参加があった。また、各種町の防災イ
ベントにて啓発事業を実施し、防災に対
する意識の向上を図る。

危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●12月頃防災講演会を実施予定。
●各種町主催のイベントにて啓発事
業を実施予定。 ○ ○ ○ →

一般町民

危機管理課

10月7日に各自主防災組織の防災リーダー
向けの研修を実施予定だったものの、台
風１９号の影響により中止となった。 危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

各自主防災組織のリーダーに対し防
災・減災のための講習会を実施す
る。 ○ ○ →

町内自主防災
組織２３自治
会 危機管理課

町内の園児に「火遊びをしない」防火の
意識付けができた。また、女性防火クラ
ブ員に防火防災研修及び初期消火訓練を
通し家庭からの防火の啓発ができた。

予　防　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

園児等を対象に防火教室7園1,500
人、女性防火クラブに救急・防災に
関する講座を実施。 ○ ○ →

各園児、女性
防火クラブ員

予　防　課

― 予　防　課

□継続
□廃止
□新規
□変更

― ○ →

消防団員

予　防　課

犯罪抑止のため、日々の防犯パトロール
が必要である。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

児童・生徒の下校時に防犯パトロー
ル車で巡回するとともに、地域の防
犯パトロールを行う。 ○ ○ ○ →

児童・生徒

協働文化推進課

教育長･学校長･PTA連絡協議会･自治会長
連絡協議会･ゆめクラブ寒川･防犯アドバ
イザー･民生児童員主任児童員･茅ヶ崎警
察署生活課･学校教育課担当が集まり、地
域の状況に関する情報交換及び登下校時
を中心とした見守りについての共通理解
が図れた。今後も、学校の状況や地域の
実態に応じた見守り活動を続けていく必
要がある。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子どもの安心・安全を見守る推進委
員会の開催（年間１回＋随時）及び
学校、地域の実態に応じて登下校時
を中心とした見守り活動を実施。

○ ○ ○

児童・生徒

学校教育課

新入学児童の登下校時における安全確保
に効果があると考えている。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

児童を交通事故から守るため、町内
各小学校に入学する新１年生に黄色
い帽子を配布する。 ○ ○

新入学児童

協働文化推進課

団体の活動を後援し、活動の場を提供す
るなどの支援を行った。

町民窓口課

■継続
□廃止
□新規
□変更

26年度と同様に団体の活動を支援。

○

消費生活問題
等に関心のあ
る団体 町民窓口課

幼 青 成 高
各施設や車内においてのパンフレットの
配布や、広報・ホームページ等での周知
を行った結果、利用促進へとつながっ
た。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

引き続き各施設や車内においてのパ
ンフレットの配布や、広報・ホーム
ページ等での周知を行う。 ○ ○ →

高齢者等の交
通弱者及び町
民 都市計画課

個々による情報提供は行っているが、学
習会については依頼がなかったため未実
施。

寒川駅周辺
整備事務所

■継続
□廃止
□新規
□変更

土地利用、都市基盤整備に関する情
報提供

○ ○ →

区画整理区域
内住民を主と
した全ての町
民

寒川駅周辺
整備事務所

ホームページでPRを行った。
窓口での来庁者への対応を行った。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

引き続きホームページや窓口で都市
計画情報の提供を行うほか、必要に
応じ説明会等を行う。 〇 〇 →

町民、事業者

都市計画課

第30回記念事業を開催することで、例年
よりも多くの来場者にイベントに参加し
てもらい、にぎわいのある産業まつりと
なった。
また、景品に町の特産品や農産品を用意
することで、町産業・特産品についても
効果的にPRすることができた。

産業振興課

■継続
□廃止
□新規
□変更

11月21日（土）に農産物品評会、22
日（日）に産業まつりを開催予定

○ ○ ○ → 産業振興課

従来の情報発信媒体に加え、協議会リー
フレットを作成・配架したことにより、
２市１町の取組について広く周知が図ら
れた。課題としては、現在の情報発信手
段の内容、配架場所及び部数等が効率的
なものとなっているか検証が必要。

企画政策課

■継続
□廃止
□新規
□変更

昨年同様ホームページや2市1町の広
報紙、協議会ニュースにより情報発
信を行っていく。
また、平成26年度に実施した媒体の
配架場所や配架部数等の検証結果を
踏まえ、より効果的な方策について
検討していく。

○ ○ → 企画政策課

2市の情報を紙面に掲載し、周知すること
ができた。紙面での情報提供に加え、イ
ンターネット等での情報提供について研
究する必要がある。

企画政策課

■継続
□廃止
□新規
□変更

藤沢市、茅ヶ崎市と連携しながら広
域ニュースのページを作成してい
く。　　　　　　　　　　　広域的
な連携により実施する事業の情報を
掲載する。

○ ○ → 企画政策課

相談窓口を知らない人や被害に遭ってい
ることに気づかない人など潜在的な被害
者に対する相談体制の周知方法等につい
て研究を行う。

町民窓口課

■継続
□廃止
□新規
□変更

毎週月・木曜日に相談を実施。（祝
日を除く）
茅ヶ崎市との協定による相互利用を
継続。

○ ○ →

寒川町民及び
茅ヶ崎市民

町民窓口課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課
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172
男女共同参画プラ
ンの周知

男女共同参画プランの周知も含めた男女共同参画社
会の意識啓発・推進に向け、２市１町広域連携事業
や県と共催して啓発講演会を実施。
①２市１町広域連携事業・男女共同参画特別講
　演会「心も健康、からだも健康、生き生き人
　生のすすめ」
　講師：鈴木治彦（フリーキャスター）
　11月15日（土）JAさがみ茅ヶ崎ビル大会議室
　参加者：119人（男性35人・女性84人）
②県共催事業・寒川町男女共同参画推進講演会
「女も男も　自分を活かして　いきいき暮らす～男
女共同参画で元気なまちに！～」
　講師：萩原なつ子（立教大学大学院教授）
　3月8日（日）寒川総合体育館会議室
　参加者：50人（男性24人・女性26人）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

173
男女共同参画に関
する情報提供

２市１町（茅ヶ崎市・藤沢市・寒川町）広域連携事
業として男女共同参画啓発の講演会の情報提供（広
報掲載・チラシ配架）を行った。
①藤沢市「共に生きるフォーラムふじさわ2014」
11/1（土）
②藤沢市「藤沢市人権啓発講演会」12/14（日）
③藤沢市「人権・男女共同参画啓発セミナー」1/14
（水）
④茅ヶ崎市「男女共同参画週間講演会」2/21(土)

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

174
男女共同参画のた
め講座の開催

男女共同参画プランの周知も含めた男女共同参画社
会の意識啓発・推進に向け、２市１町広域連携事業
や県と共催して啓発講演会を実施。
①２市１町広域連携事業・男女共同参画特別講
　演会「心も健康、からだも健康、生き生き人
　生のすすめ」
　講師：鈴木治彦（フリーキャスター）
　11月15日（土）JAさがみ茅ヶ崎ビル大会議室
　参加者：119人（男性35人・女性84人）
②県共催事業・寒川町男女共同参画推進講演会
「女も男も　自分を活かして　いきいき暮らす～男
女共同参画で元気なまちに！～」
　講師：萩原なつ子（立教大学大学院教授）
　3月8日（日）寒川総合体育館会議室
　参加者：50人（男性24人・女性26人）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

平和・人権などに
関する情報提供や
学習機会の充実

平和学習や平和思想の普及と
啓発を行います。また、基本
的人権尊重の精神が身に付く
よう、人権に関する情報提供
と学習機会の提供を図りま
す。

175 平和教育の推進

①民間団体と共催し、平和フェスティバルを開
催して反核平和思想の普及、啓発を図った。
　８月２３日（土）寒川総合体育館多目的室
　参加者：１１６人
　内容：紙芝居、和太鼓演奏、戦争体験講演、
        平和クイズ、戦争関連資料展示
②核兵器廃絶の啓発を目的に原爆パネル展を実
  施  8月14日（木）～8月23日（土）10日間
　寒川総合体育館ロビー
　内容：広島・平和記念資料館貸出パネル「サ
        ダコと折り鶴」
③２市１町（茅ヶ崎市・藤沢市・寒川町）合同
  で湘南広域都市行政協議会事業として小学生
　４年生～中学生とその保護者を対象とした親
　子ピースバスツアーを実施。  8月26日（火）
　見学先：昭和館、東京都立第５福竜丸展示館
　参加者：40人（藤沢市9組・茅ヶ崎市6組・
          寒川町5組）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

176 人権相談の実施

年2回実施する特設相談開設の際に、街頭啓発や
法務局での相談等について情報提供を行った。
毎月第2、4火曜日に町民相談室において人権擁
護委員による相談を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

177 人権教育の推進

①人権団体の行う研修会や講演会などへの職員等を
参加させ、人権意識の高揚を図った。
・神奈川人権センター
　　人権学校：4人
　　神奈川人権研究交流集会：5人
　　かながわ国際人権集会：10人
・横浜国際人権センター
　　人権啓発講演会：職員39人・民生委員15人・
                    人権擁護委員4人
・神奈川県地域人権運動連合会
　　人権問題講演会：3人
②特定失踪者パネル展(主催：神奈川県、寒川町)
　1月10日（土）～1月20日（火）10日間
　寒川総合体育館ロビー
　6,430人（体育館利用者数から集計）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

178 人権教育の推進

人権教育事業「傾聴講座」開催
6/17・24・7/1・8・15　すべて火曜日全5回
延べ78名参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

男女共同参画社会
に関する情報提供
や学習機会の充実

男女共同参画の形成を目標に
講座やセミナーの開催をし、
意識啓発を推進します。

5

NO 施策名
２６年度事業報告

５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
事業内容 目標に対する達成状況
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幼 青 成 高
アンケートの回答では、参加者の男女共
同参画に関する意識はかなり高かった
が、男性と若年層の参加が少なかった。
男女共同参画プランの浸透を図るために
も、今後は男性や若年層の参加を促すよ
うなテーマを設定するなど、工夫が必要
である。
また、様々な機会を利用してプランの周
知を行い、男女共同参画社会の意識啓
発・推進を図るよう努めたい。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

男女共同参画プランの推進に向け、
講演会等の機会を利用して周知を進
める。

○ ○ →

藤沢市
茅ヶ崎市
寒川町

協働文化推進課

町内のみならず、近隣の茅ヶ崎市、藤沢
市で行われる講演会等の情報も提供し、
相互に参加できる体制を整えたことで、
学習機会を増やすことができた。
今後は、知りたい情報を知りたいときに
入手できるような方策を検討する必要が
ある。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

２市１町（茅ヶ崎市・藤沢市・寒川
町）広域連携事業として男女共同参
画啓発の講演会の情報提供を行う。

○ ○ →

藤沢市
茅ヶ崎市
寒川町

協働文化推進課

県共催事業の講演会は、参加者アンケー
ト結果で内容はほぼ全員が高評価であっ
た。ただし、参加者の年齢層が高く、若
い世代にこそ聞いて欲しいとの意見が目
立った。
若い世代の参加を促すよう、周知等に工
夫をしていきたい。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

県共催事業や２市１町（茅ヶ崎市・
藤沢市・寒川町）広域連携事業とし
て男女共同参画啓発の講演会を実施
予定。

○ →

藤沢市
茅ヶ崎市
寒川町

協働文化推進課

町民に「平和の大切さ」や「核兵器や放
射能の恐ろしさ」をアピールし、核兵器
廃絶・平和思想の普及・啓発を図ること
ができた。
フェスティバルは、若い世代の参加が毎
年課題となっているため、学童保育に協
力を得て児童の絵を掲示したが、若年層
の参加、興味を引くような内容の検討を
引き続き行っていく必要がある。
平成２６年度は新規に広域連携事業とし
て「親子ピースバスツアー」の実施をし
たが、調整を通じて、平和事業について
は、住民参加による実行委員会を中心
に、各市町が独自に取組を行ってきた経
緯があり、２市１町共同での事業を実施
するよりも、各市町が個別に取り組むこ
とが適当であることの方向となった。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

民間団体と共催し、平和フェスティ
バルを開催予定。

○ ○ → 協働文化推進課

人権擁護委員活動のＰＲや町以外で行わ
れる啓発活動・キャンペーン等により効
果的な周知方法について研究・改善を行
う。

町民窓口課

■継続
□廃止
□新規
□変更

毎月第2、4火曜日に町民相談室にお
いて人権擁護委員による相談を実施
（祝日を除く）。
また、6月は町民センター、12月は南
部及び北部公民館で同委員による特
設相談を実施し、これらの際に人権
擁護委員会や法務局の活動などにつ
いて周知、情報提供を行う。

○ ○ →

寒川町民

町民窓口課

人権団体の研修会等については、可能な
限り職員などの参加を募り、人権意識の
高揚を図った。
北朝鮮による人権侵害問題に関する啓発
事業は、継続的に取り組む必要があり、
若年層にも認知を広げたい問題であるの
で、継続して実施できるよう検討してい
きたい。
なお平成２７年度は人権啓発事務を町民
窓口課へ移管する。

協働文化推進
課

■継続
□廃止
□新規
□変更

人権団体の行う研修会や講演会など
への職員等を参加させ、人権意識の
高揚を図る。

○ ○ →

寒川町民及び
町職員

協働文化推進
課

町民窓口課
(H27移管）

カウンセリングの手法である傾聴を学
び、日常生活における人権感覚の必要性
を理解し、コミュニケーション能力の向
上を図った。昨年度に引き続き受講され
た方もおり、講座の中で初めて参加され
た方のサポーター的な役割を果たしてお
り、学びを還元する場になっていた。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

人権教育に関する講座を開催予定

○ → 教育総務課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課
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明るい選挙推進大
会

第29回寒川町明るい選挙推進大会　平成26年12
月13日に実施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

出前講座・模擬投
票

選挙の基礎的な話、模擬投票と開票の体験を小
学校２校１８０名を対象に実施した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

②様々な活動の促進

180
コミュニティバス
運行に関する住民
からの情報収集

地域における需要に応じた住民の生活に必要な
バス等の旅客輸送の確保、その他旅客の増進を
図り、地域の実情に即した輸送サービス実現に
向け、寒川町地域公共交通会議を開催する。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

181
都市計画提案制度
のマニュアル化

引き続きホームページでＰＲを行うほか、必要
に応じ説明会等を行う。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

182

新幹線新駅設置に
むけた普及・啓発
並びに情報提供、
学習機会の充実

●地元組織によるまちづくり意見交換
●ニュース等を使っての周知活動
●町内小学校児童対象の絵画コンクール（県と
共催）や町主催イベントでの啓発や情報提供等

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

自主的な地域活動
への支援

住民に対して呼びかけを積極
的に行い、活動への参加を図
ります。 183

町民の自主活動に
ボランティア保険
による支援

住民活動補償制度の継続実施により、町民の自
発的な公益的活動のバックアップを行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

地域の産業に関わ
る人材の育成・支
援

地域産業を育成する視点か
ら、地域産業に関わる人材の
育成を支援していきます。 184 －

平成22年度より廃止 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

4

男女共同参画社会
の推進

男女共同参画の形成を目標に
講座やセミナーの開催をし、
意識啓発を推進します。

185 女性行政推進事業

男女共同参画プランの周知も含めた男女共同参画社
会の意識啓発・推進に向け、２市１町広域連携事業
や県と共催して啓発講演会を実施。
①２市１町広域連携事業・男女共同参画特別講演会
「心も健康、からだも健康、生き生き人生のすす
め」
　講師：鈴木治彦（フリーキャスター）
　11月15日（土）JAさがみ茅ヶ崎ビル大会議室
　参加者：119人（男性35人・女性84人）
②県共催事業・寒川町男女共同参画推進講演会
「女も男も　自分を活かして　いきいき暮らす～男
女共同参画で元気なまちに！～」
　講師：萩原なつ子（立教大学大学院教授）
　3月8日（日）寒川総合体育館会議室
　参加者：50人（男性24人・女性26人）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

186 平和推進事業

①民間団体と共催し、平和フェスティバルを開催し
て反核平和思想の普及、啓発を図った。
　８月２３日（土）寒川総合体育館多目的室
　参加者：１１６人
　内容：紙芝居、和太鼓演奏、戦争体験講演、
        平和クイズ、戦争関連資料展示
②核兵器廃絶の啓発を目的に原爆パネル展を実施
　8月14日（木）～8月23日（土）10日間
　寒川総合体育館ロビー
　内容：広島・平和記念資料館貸出パネル「サダコ
と
　　　　折り鶴」
③２市１町（茅ヶ崎市・藤沢市・寒川町）合同で湘
南広域都市行政協議会事業として小学４年生～中学
生とその保護者を対象とした親子ピースバスツアー
を実施。
　8月26日（火）
　見学先：昭和館、東京都立第５福竜丸展示館
　参加者：40人（藤沢市9組・茅ヶ崎市6組・寒川町5

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

187 人権啓発事業

6月の人権擁護委員の日と12月の人権週間及び11
月の産業まつりにおいて､人権についての意識啓
発を目的に町人権擁護委員による街頭啓発活動
を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

188 人権啓発事業

人権教育事業「傾聴講座」開催
6/17・24・7/1・8・15　すべて火曜日全5回
延べ78名参加

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

6

地域交流活動の推
進

地域間交流、姉妹都市交流な
どの住民活動を支援すること
により、他の地域の歴史や文
化などにふれあう機会を増や
していきます。

189 交流活動の支援

観光パンフレットや庁舎正面玄関入口ショー
ケースで特産品の展示を行うなどして、姉妹都
市の寒河江市を紹介するとともに、市民レベル
の交流を行う団体に交付金を交付して活動を支
援した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

179

連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

5

平和・人権などの
活動への支援

平和思想、人権尊重思想の普
及高揚を図るための活動を支
援します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

1

まちづくりへの住
民の参加機会の充
実

まちづくりの計画や実施にあ
たり、住民の参加を促せるよ
う、参加機会の充実や参加を
具体化するためのしくみづく
りを進めます。

6

選挙に関する情報
提供や学習機会の
充実

政治や選挙に関心を持ち有権
者としての自覚と政治意識の
向上に努めます。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

事業内容 目標に対する達成状況

35



幼 青 成 高
幅広い年代で選挙への関心を高めた。

選挙管理
委員会事務局

■継続
□廃止
□新規
□変更

第30回寒川町明るい選挙推進大会
平成27年12月に実施予定

○ ○ →

２０歳以上の
成人 選挙管理

委員会事務局

次世代を担う若年層に対して、模擬投
票、開票作業を体験してもらうことで、
選挙への関心を高めた。

選挙管理
委員会事務局

■継続
□廃止
□新規
□変更

選挙の基礎的な話、模擬投票と開票
の体験

○

小・中学生
選挙管理

委員会事務局

幼 青 成 高
引き続き利用者の声を随時収集するとと
もに、曜日別、ダイヤ別、バス停別の利
用状況を把握するほか、必要に応じアン
ケート調査などを行う。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

引き続き利用者の声を随時収集する
とともに、利用状況を把握するほ
か、必要に応じアンケート調査など
を行う。また、寒川町地域公共交通
会議を開催し、地域の実情に即した
輸送サービスの実現を目指す。

○ ○ →

高齢者等の交
通弱者及び町
民

都市計画課

ホームページでPRを行った。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

引き続きホームページや窓口で都市
計画情報の提供を行うほか、必要に
応じ説明会等を行う。 〇 〇 →

町民

都市計画課

検討対象区域内外で関係する方々より広
く意見をいただいた。今後の課題に向け
て、より多く参加していただけるよう、
関心事をわかりやすく解説しながら、話
し合いができるような仕組み作りに努め
る必要がある。

倉見拠点づくり課

■継続
□廃止
□新規
□変更

●地元組織によるまちづくり意見交
換
●ニュース等を使っての周知活動
●町内小学校児童対象の絵画コン
クール（県と共催）や町主催イベン
トでの啓発や情報提供等

○ ○ →

まちづくり
（面整備検
討）区域周辺
の住民を主と
するすべての
町民

倉見拠点づくり課

保険制度を継続することにより、対象案
件に対応することができた。広報等によ
り、制度をより周知する必要がある。 協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

住民活動補償制度の継続実施によ
り、町民の自発的な公益的活動を
バックアップをする。 ○ ○ ○ →

全町民

協働文化推進課

－ －

□継続
□廃止
□新規
□変更

－  －

県共催事業の講演会は、参加者アンケー
ト結果で内容はほぼ全員が高評価であっ
た。ただし、参加者の年齢層が高く、若
い世代にこそ聞いて欲しいとの意見が目
立った。
若い世代の参加を促すよう、周知等に工
夫をしていきたい。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

神奈川県立かながわ男女共同参画セ
ンターと共催で男女共同参画啓発の
講演会を実施。

○ →

藤沢市
茅ヶ崎市
寒川町

協働文化推進課

町民に平和の大切さや核兵器や放射能の恐ろ
しさをアピールし、核兵器廃絶・平和思想の
普及・啓発を図ることができた。
フェスティバルは、若い世代の参加が毎年課
題となっているため、学童保育に協力を得て
児童の絵を掲示したが、若年層の参加、興味
を引くような内容の検討を引き続き行ってい
く必要がある。
平成２６年度は新規に広域連携事業として親
子ピースバスツアーの実施をしたが、調整を
通じて、平和事業については、住民参加によ
る実行委員会を中心に、各市町が独自に取組
を行ってきた経緯があり、２市１町共同での
事業を実施するよりも、各市町が個別に取り
組むことが適当であることの方向となった。
平和思想の普及・啓発は継続的に行うことが
重要であるため、今後も民間活動団体の支援
を引き続き行う。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

民間団体と共催し、平和フェスティ
バルを開催予定。（８月）

○ ○ →

全町民

協働文化推進課

広く町民に周知啓発を図った。

町民窓口課

■継続
□廃止
□新規
□変更

6月は人権擁護委員の日、12月は人権
週間に合わせた街頭啓発、11月は産
業まつりの来場者に対する周知・啓
発を実施。

○ ○ →

寒川町民

町民窓口課

カウンセリングの手法である傾聴を学
び、日常生活における人権感覚の必要性
を理解し、コミュニケーション能力の向
上を図った。昨年度に引き続き受講され
た方もおり、講座の中で初めて参加され
た方のサポーター的な役割を果たしてお
り、学びを還元する場になっていた。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

人権教育に関する講座を開催予定

○ → 教育総務課

文化交流団体の活動を支援することで、
姉妹都市との交流を促進できた。
寒河江市観光物産協会及び事業所の協力
により、ショーケースの展示品の入れ替
えをすることができ、特産品のＰＲをよ
り効果的に行うことができた。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

庁舎入口に寒河江特産品を展示
観光パンフレットにより姉妹都市寒
河江市を紹介
姉妹都市交流団体の支援

○ ○ ○ →

全町民

協働文化推進課

事業の成果・課題等 担当課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 事業内容
対象（ライフステージ）

対象 担当課

36



第４節　学習成果の活用
①学習成果を活用していくための支援の充実

事業内容 目標に対する達成状況

190
文書館ボランティ
ア活動の支援

ボランティアによる新聞・写真などの資料整
理、展示準備を実施した。（延べ295人）

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

191
サークル活動の活
性化

活動日に場所の提供をして利用者の会の活動支
援を行いました。他にどのような支援事業を必
要としているのか、聞き取り等を行いました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

192
図書館ボランティ
ア活動の支援

おはなし会ボランティアの募集を行い、お話し
会ボランティア１１名の協力を得ながらおはな
し会を実施できた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

193
生涯学習人材登録
制度の拡充

生涯学習人材登録制度ステップ・アップの実
施。
登録者：３７（個人３６・団体１）
制度のＰＲを目的とし、自主規格講座を実施。
実施数３講座

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

194
生涯学習人材登録
指導者研修会の開
催

生涯学習支援者研修の開催。
「生涯学習講座の作り方」
３月２５日（水）参加者：１８人
平成２６年度から茅ヶ崎市との連携事業として
相互の講座利用を可能とした。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

第５節　参加を支える環境の整備
１　生涯学習推進体制の整備
①生涯学習を計画的・総合的に推進していくための体制の整備

事業内容 目標に対する達成状況

195
生涯学習推進組織
の活性化

生涯学習調整会議幹事会・年１回（6/18）
生涯学習推進会議・年２回（6/30、3/16）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

196
地域生涯学習推進
員組織体制の充実

推進員会議及び推進員会議事業を実施し、地域
での生涯学習を推進しました。
推進員の活動等をＰＲし、新規推進員の獲得に
努めました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

社会教育委員の活
動の充実

地域の実情に応じた社会教育
行政を行うため、委員活動の
活性化を図ります。 197

社会教育委員活動
の活性化

社会教育委員会議・年５回
平成26・27年度の審議事項「地域をつなぐ社会
教育のあり方について」協議を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

２　様々な機関との連携による支援体制の整備
①関係機関との連携による学習の支援

事業内容 目標に対する達成状況

198 保幼小教育連携

各小学校が行事等を通して、学区内の保育園・
幼稚園との連携を図る。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

199
県生涯学習セン
ターとの連携

県生涯学習情報システム「PLANETかながわ」に
インターネットによる情報入力を行い、町生涯
学習事業を随時情報提供を行った。
平成２６年度から茅ヶ崎市と連携し、相互の生
涯学習事業の情報提供を行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

200
図書館情報相互利
用

県内図書館との相互利用の推進を図り、利用者
の支援体制を充実させた。
県内図書館との相互貸借
貸出点数２，７８６点、借受点数１，２５３点

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

201
大学との連携によ
る講座の開催

文教大学出張講座「日本～暮らしと日本」（全
２回講座）を開催。
2/14「近代日本の衛生・保養思想の発達と湘南
の文化」参加者７人
2/17「ソーシャルビジネスが変える私たちの暮
らし」参加者３人
平成２６年度から茅ヶ崎市と連携し、文教大学
との講座を同じテーマで設定した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

202
高等学校等との連
携による講座の開
催検討

講座開催の検討は未実施。 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

3

民間学習機関との
連携による事業の
推進

民間学習機関との連携による
事業の検討をします。

203 連携方策の検討

連携に向けた検討は未実施。 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

５年間の取り組み目標

2

大学等との連携に
よる事業の推進

住民ニーズを把握しながら大
学等と連携することにより、
質の高い講座を開催するよう
に努めます。

1

NO 施策名

２６年度事業報告

２６年度事業報告

主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

関係機関との連携
による学習支援体
制の充実

県や周辺自治体との広域的な
連携及び地域内の諸機関同士
の連携による様々な支援体制
を充実します。

1

生涯学習を企画・
立案・実施するた
めの組織体制の充
実

地域ぐるみの生涯学習を推進
するため、全町的・地域的・
庁内の推進体制の確立とその
活動の活性化を図ります。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

2

人材登録制度の充
実

多様な講座が提供できるよう
に地域の人材の発掘、情報収
集を進め、制度のPRを行い制
度活用の促進を図ります。

1

自主的な生涯学習
活動の支援

住民の自主的な生涯学習活動
を支援します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
ボランティア活動の成果を事業に反映さ
せるなど、モチベーションを高める方策
が必要である。

総　務　課
（文書館）

■継続
□廃止
□新規
□変更

総　務　課
（文書館）

サークル育成事業として公民館で既存
サークルの講座を開催した。活動に対す
る要望よりも、構成員の高齢化、新規加
入者の減少が課題である。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

ボランティアの協力を得て図書館サービ
スを実施することができた。これらの、
ボランティア活動の定着が今後の課題で
ある。

総合図書館

□継続
□廃止
□新規
■変更

総合図書館

今後も、PRの一環として講師による自主
企画講座を実施し、制度の積極的な利用
を図る。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

主として生涯学習人材登録制度登録者、
生涯学習推進員向けに、研修会として実
施。一般の参加者もあり、アンケート結
果も好評でニーズに合ったテーマであっ
た。人材登録者の参加が少なく、平成27
年度の登録者アンケートで研修について
意向調査を行う。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更 協働文化推進課

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
「寒川　学びプラン」の進行管理、地域
における生涯学習の振興策などについて
各会議を開催し、プランの進行管理を
行った。実施計画の事業数が多いことか
ら重点項目の把握が困難なため、第３期
の実施計画策定に向けて検討する。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

町民センターは１３人の推進員会議を毎
月１回開催し、事業は年間で９回実施し
ました。北部は１２人で推進員会議事業
を年８回、南部は９人で２カ月に一度、
計６回開催しました。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

平成27年度の報告書作成に向け、協議を
行った。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
学区内の保育園・幼稚園児が小学校を訪
問し、校内探検をしたり１年生と交流授
業を行ったりして連携した。 学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

参加対象を町内在住・在勤者に限定していな
いイベント等の情報発信に有効であるため、
今後もシステムを活用する。
茅ヶ崎市と連携して研修会、講座等の情報提
供を行い、茅ヶ崎市開催の立正大学公開講
座、文教大学公開講座の情報を町内施設へチ
ラシ、ポスターの配布、ホームページへ掲載
し、情報提供を行った。寒川町からは文教大
学出張講座、生涯学習支援者研修の情報提供
を行った。相互の利用者は少なかったが、今
後も連携し、情報提供を継続的に行う。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

県内図書館との相互貸借を推進した。今
後の課題としては、学校との連携も部分
的にしか行えていない。よって、更なる
連携を推進することが課題である。

総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

総合図書館

平成26年度から茅ヶ崎市と連携し、文教
大学との講座を同じテーマで設定し、開
催したが、広報、ホームページ、チラシ
等を作成し、茅ヶ崎市へも情報提供を
行ったが、参加者が少なかった。
内容については参加者から好評だった
が、テーマ設定、周知、集客の工夫につ
いて再検討したい。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

現在実施している講座の目的、内容を考
えると、高校等と連携した講座開催は難
しい。 協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

民間学習機関と連携事業例、費用面など
を調査、研究する必要がある。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

２６年度事業報告 ２７年度事業予定
事業内容

文教大学等の連携講座（３回連続講座）を１～２月に実施予定。
茅ヶ崎市と連携し、茅ヶ崎市主催の大学公開講座に相互の住民が参加
できるようにする。

検討

検討

社会教育委員会議・年５回

２６年度事業報告 ２７年度事業予定
事業内容

２６年度事業報告 ２７年度事業予定
事業内容

各小学校が行事等を通して、学区内の保育園・幼稚園との連携を図
る。

県生涯学習情報システム「PLANETかながわ」にインターネットによる
情報入力を行い、町生涯学習事業を随時情報提供する。

学校、近隣図書館等との相互利用を図る。

生涯学習調整会議・年２回
生涯学習調整会議幹事会・年２回
生涯学習推進会議・年２回

推進員会議の充実を図り、推進員事業を円滑に実施し、地域での生涯
学習を推進します。

生涯学習人材登録制度の実施。

生涯学習支援者研修の実施。
茅ヶ崎市との連携事業として相互の講座利用を可能にし、研修機会の
拡充を図る。

ボランティアによる新聞・写真などの資料整理、展示準備を実施す
る。

公民館利用者層の拡大につながるような講座の開催を企画する。

おはなし会ボランティアの充実を図るとともに、生涯学習活動支援の
ためのボランティア活動について検討を行っていく。

38



②団体や世代間の交流の支援

事業内容 目標に対する達成状況

204 連携支援の実施

観光協会との連携事業。
3/28に観光協会主催の史跡巡りを実施。参加者
12名。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

205 公民館の場の提供

サークル活動や団体活動の場を提供するととも
に、利用者の会で連携、交流を図るよう支援し
た。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

206
世代間交流事業の
開催

郷土研究会への委託事業
「昔の遊び教室」実施
7/31　参加者26名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

207
親子で参加できる
事業の拡充

美術教室、星空観察会、親子で風呂敷ラッピン
グ、初心者ソフトテニス講習会など、親子で参
加できる講座を開催しました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

208
世代間交流事業の
開催

町民センターでは、浴衣の着付け教室や盆踊り
の練習教室など親子や祖父母との交流を目的と
した講座を開催した。北部では将棋・囲碁を通
じて子どもとのふれあいの場を提供するととも
に、ボランティア活動を促進した。毎月第１・
３土曜日に教室開催。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

３　施設の有効活用
①施設の有効活用

事業内容 目標に対する達成状況

209
文化財学習セン
ターの有効活用

年間を通じての開館
（開館日：火、水、金、土曜）
学校授業での活用（町内4小学校で授業に活用し
た）
考古資料、民具農具の活用

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

210
南小学校ふれあい
ホールの有効活用

年間を通じての利用
　利用件数　268件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

211
青少年広場の有効
活用

グラウンド及び多目的広場の貸し出し

グラウンド（405件　15,307人）
多目的広場（221件　9,320人）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

212 図書館の充実

限られた予算の中で図書等を購入し、資料の充
実を図った。また、予約の多い図書の寄贈をお
願いするなど、利用者の協力を得ながら資料の
収集が行えた。
　一般図書等2,938点、寄贈図書等受入841点

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

213 公民館の有効活用

町民センターは有料での貸館と公民館サークル
の無料貸館で区別して貸し出しをしてサークル
の利便を図りました。北部、南部は敬老室及び
集会室で空き時間の開放を行いました。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

214
寒川総合体育館の
有効活用

多くの町民に施設を利用してもらい心身の健康
と体力の向上を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

215
さむかわ庭球場の
有効活用

週6日間の開場
平成２６年度利用者数：１１，８４２名

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

216
町営プールの有効
活用

平成26年4月1日に寒川町営プール条例の停止に
関する条例が施行され、当分の間プールの開場
が休止となった。その代替え事業として、町立
小学校5校のプールを開放した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

217
スポーツ公園の有
効活用

年末年始を除く通年開場 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

3

学校施設の有効活
用

学校活動に使われていない時
間帯の学校体育施設を有効に
活用します。

218
学校体育施設の有
効活用

体育館：3中学校、5小学校開放
グラウンド：5小学校開放
夜間照明施設：2中学校開放
　利用件数　体育館　　　4,231件
　　　　　　グラウンド　1,689件
　　　　　　夜間照明　　　486件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

1

2

スポーツ施設の有
効活用

心身の健康維持を図るため、
各スポーツ施設の有効活用を
促進します。

主な実施事業
連
番

２６年度事業報告

団体間の連携支援 文化・教育・福祉等ジャンル
を超えた各種団体の連携・交
流を支援します。

NO

1

2

世代間交流の促進 世代間の意思の疎通や、年配
者の知恵や技の伝承を行える
ような事業の推進により、交
流活動を充実します。

NO 施策名 ５年間の取り組み目標

社会教育施設の有
効活用

新設の施設はもとより、既存
施設の活用状況を再確認し、
有効活用を図ります。

施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
連
番

２６年度事業報告
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
観光ボランティアの方が企画立案し、実
施することができた。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

団体に対して施設予約システムを導入
し、一定のルールに基づき貸出をした。
２７年４月より新システムへの移行があ
るので、より丁寧な説明が必要である。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

親子で楽しく参加される方も多かった。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

親子での参加事業を行うと、三世代で参
加するケースもあり、世代間交流も兼ね
ることができた。課題としては、親子だ
けでなく、三世代、父親の参加も積極的
に取り入れた講座など参加型事業の展開
があげられた。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更 公　民　館

子どもを通して大人も新しい出会いの場
を得られ、人の輪作りのきっかけとなっ
た。町民センターでは男性の参加人数が
少ないこと、北部では、全体の参加者が
少ないのでもっとPR方法を考えることが
課題である。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更 公　民　館

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
新規事業を実施した結果、事業に伴う利
用者が増加した。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

有効的に利用された。

教育総務課

□継続
□廃止
□新規
■変更

教育総務課

青少年のみならず高齢者や各種団体の利
用がある。
廃棄物が埋まっている地域として、県よ
り｢指定区域｣に指定されたことにより、
修繕等行う事が困難となっている。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

予約の多い本などの寄贈をお願いするな
ど利用者の協力を得ながら資料の収集が
行えた。リクエストに応えながら資料の
充実を図っていくことが課題である。

総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

総合図書館

北部、南部の敬老室・集会室の開放はバ
ドミントンの利用者は少ないが、囲碁の
敬老室開放は毎日利用者がいる。北部の
集会室の開放は、空き時間が少なかった
が、囲碁・将棋の敬老室は、毎日利用者
がいる。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更 公　民　館

H26の総利用者数は、昨年度比7,890人増
の224,822人となった。施設の修繕を計画
的に行うこと、町民にとってより利用し
やすいような体育館にしていくことが今
後の課題である。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

都市計画課

施設の老朽化が課題となっている。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

学校プールを２３日間、開放し、延べ
４，６４９人の利用があった。町営プー
ルの早期の復旧が望まれている。 健康・スポーツ課

□継続
□廃止
□新規
■変更

健康・スポーツ課

通年開場することで、スポーツの推進が
図れた。なお、田端スポーツ公園につい
ては有料化したことで利用件数が減少し
た。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

どの施設についても、有効的に利用され
た。
夜間照明施設の老朽化が進んでいる。

教育総務課

□継続
□廃止
□新規
■変更 教育総務課

引き続き多くの町民に施設を利用してもらい心身の健康と体力の向上
を図ってもらう。

週6日間の開場

体育館：3中学校、5小学校開放
グラウンド：5小学校開放
夜間照明施設：2中学校開放
利用予約の一部手続きを公共施設予約システムにより開始
事業充実のための施設利用有料化（9月利用分から）

２６年度事業報告
事業内容

観光協会との連携事業実施予定

予約システムを有効活用して、サークル活動や団体活動の場を提供す
るとともに、利用者の会で連携、交流を図るよう支援する。

郷土研究会への委託事業
「昔の遊び教室」実施　７月予定

親子のみならず、三世代までも含めた講座やイベントを企画する。

日本の伝統文化の伝承等を考慮しながら、講座の内容を工夫して子ど
もとのふれあいの場を提供するとともに、ボランティア活動を促すよ
うな企画を進める。

事業内容

寒川小、旭小、小谷小はろ過機の処理能力が一般開放できる基準に達
していなかったため、３校はその学校の児童のみを対象とし、一之宮
小、南小２校を一般開放する。

年末年始を除く通年開場

年間を通じての開館
（開館日：火、水、金、土曜）
学校授業での活用
考古資料、民具農具の活用

年間を通じての利用
利用予約の一部手続きを公共施設予約システムにより開始
事業充実のための施設利用有料化（9月利用分から）

グラウンド及び多目的広場等の貸し出し

資料の充実を図り利用者支援をすすめます。

引き続き、貸館、敬老室及び集会室の空き時間利用開放を実施する。

２７年度事業予定

２６年度事業報告 ２７年度事業予定
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事業内容 目標に対する達成状況

219 文書館の充実

所蔵資料を充実、質の高いレファレンスを実施
するとともに、企画展１回、講座２本・10回、
講演会２回、映像上映会１回を開催した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

220
地域集会所の有効
活用

引き続き、指定管理を地域集会所運営委員会連
絡協議会（地域集会所を持っている自治会を中
心とした運営委員会の集合体）に委託し、施設
の有効活用を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

221
子育てサポートセ
ンターの充実

子育て相談（延べ1,469件）、啓発、サークルの
育成、支援などの事業を行った。(相談・週5回
実施）

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

222
公園施設・設備の
充実

町内の公園等41箇所の維持管理を行った。 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

４　参加を支える環境づくり
①参加しやすくするための環境づくり

事業内容 目標に対する達成状況
防災講演会開催時に必要に応じて託児所の設
置。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

男女共同参画推進講演会で保育の設定をしてい
たが、希望者がなかったため、実施はしなかっ
た。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

ファミサポ交流会（年2回）まかせて会員研修会
（年2回）の開催時に託児を実施し、会員間の交
流を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

離乳食講習会前期（年6回）、あそびの広場（年
間12回）保育ボランティアの協力を得て事業実
施。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

家庭教育事業開催時にボランティアを派遣して
もらい保育を実施。町ＰＴＡ指導者研修会開催
時についても派遣依頼は行ったが、希望者がい
なかったため実施はしなかった。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座開催時に保育ボランティアの派遣を要請し
たが、託児の希望がなかった講座もありまし
た。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★教育講演会で保育スペースを設置。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★手づくり布絵本講座で、ボランティアの協力
を得ながら託児を実施した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

2

手話通訳・要約筆記等の設置及び派遣
手話通訳者等の派遣　139件で159人派遣した
設置通訳者の設置日数　233日設置した

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

防災講演会時に手話通訳者の設置をした。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

男女共同参画推進講演会で手話通訳等の設定を
していたが、希望者がなかったため、実施はし
なかった。

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

栄養相談、ライフステージ別食育講座、体操教
室等　申込み者があった講座に手話通訳の派遣
依頼をする。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座申込者等から希望がなかったため、実施な
し

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
■Ｄ実施していない

★文化講演会では、手話通訳と要約筆記の派遣
を依頼し情報保障に努め開催した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

223
講座開催時の託児
の実施

4

1

224

子育て世代が参加しやすい環
境を整備するため、住民（ボ
ランティア等）の協力を得な
がら、講座開催時の託児の実
施を検討します。

子育て世代が参加
しやすい環境整備

連
番

NO 施策名 ５年間の取り組み目標 主な実施事業
２６年度事業報告

施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

その他の公共施設
の有効活用

NO

障害者、高齢者等
が生涯学習に参加
しやすい環境の整
備（情報バリアフ
リー、施設バリア
フリー）

障害や高年齢など事業参加を
阻害する要因を少しでも減少
させ、講座等に参画しやすい
ように環境整備を推進しま
す。

各施設の特性・特徴を十分に
発揮できるよう、施設の有効
活用を図ります。

手話通訳・要約筆
記等の設置及び派
遣
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
講演会の講師謝礼や、企画展の調査の旅
費等の予算が確保できず、このままでは
質の高い企画の維持が困難である。

総　務　課
（文書館）

■継続
□廃止
□新規
□変更

総　務　課
（文書館）

修繕維持が必要な施設が多いことから、
長期的計画を立てる必要がある。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

子育て家庭に不安や悩みを抱えた家庭へ
の相談やサークルの育成・支援などを行
うと伴に、26年度より支援センターへの
来場のきっかけとして、定期的なイベン
トの開催も実施した。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

施設の老朽化に伴う修繕や、樹木の成長
に伴う剪定量の増大等によって膨らむ公
園等の維持管理の課題に対して、いかに
適切に対応していくかが、今後の課題で
ある。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

都市計画課

事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課
開催会場の施設状況も踏まえて、今後引
き続き検討する。

危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

危機管理課

託児を実施することにより、小さな子ど
もを持つ保護者が講座等に参加しやすく
なるため、引き続き託児を実施して、子
育て世代が様々な機会に学習できる環境
を整える。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

託児を実施したことで参加しやすくな
り、12名が新規会員（どっちも会員含
む）として登録した。 子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

託児により母親が、集中して事業参加で
きる。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

子育て世代も参加しやすい対応ができ
た。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

北部では読み聞かせ講習会のみ保育ボラ
ンティアを派遣してもらった。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

教育講演会において、保育スペースを設
けて、幼児のいる保護者が参加しやすい
ように配慮した。 学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

０～３歳児向けの手づくり布絵本講座
で、託児の実施をすることができた。子
どもの声が外へ漏れ聞こえるなど他の利
用者への対策が今後、必要な状況であっ
た。

総合図書館

□継続
□廃止
□新規
■変更

総合図書館

聴覚障害者の社会参加を促進した。

福　祉　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

福　祉　課

防災講演会時には手話通訳者２名を手配
し、聴覚障害者協会に参加依頼をした。
今後についても設置を継続していく。 危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

危機管理課

手話通訳者を配置することで、障がい者
の参加を促すことができるため、今後
も、手話通訳等を必要とする方が参加さ
れるときは、全ての講座や講演会等に配
置して、学習する環境を整える。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

高齢者料理教室に聴覚障害者が参加した
が、手話通訳によりスムーズで安全な教
室運営が出来た。 健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

－ 教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

ホールを使用する講演会などに手話通
訳、要約筆記の派遣依頼して対応した。

公民館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

教育講演会で保育スペースを設置。

ニーズに合わせて、手話通訳や、要約筆記派遣などを要請して参加し
やすい環境を整備する。

講座開催時に希望があれば、保育ボランティアの派遣を要請して託児
ありの講座を進める。

手話通訳者・要約筆記者の設置及び派遣

事業実施の際に希望があった場合は手話通訳を派遣依頼予定。

講座等開催時に町ボランティアセンターからボランティアを派遣

所蔵資料を充実させ、質の高いレファレンスを実施する。企画展、講
座２本、講演会などを開催し普及活動を充実させる。

引き続き、指定管理を地域集会所運営委員会連絡協議会（地域集会所
を持っている自治会を中心とした運営委員会の集合体）に委託し、施
設の有効活用を図っていく。

防災講演会開催時に必要に応じて託児所の設置を検討する。

防災講演会時に手話通訳者の設置は行う予定。

事業内容

離乳食講習会前期（年6回）、あそびの広場（年間12回）保育ボラン
ティアの協力を得て事業実施。

託児場所の課題等もあり、講座内容や開催方法について再検討。

２７年度事業予定

子育て相談、子育て啓発活動、子育てサークルの育成支援を行う。
（全ての開所日）

事業実施の際に希望があった場合は一時保育ボランティアを依頼予
定。

ファミリーサポート研修会時　3回予定

参加者からの希望に応じて配置

２６年度事業報告

２６年度事業報告 ２７年度事業予定
事業内容

川とのふれあい公園簡易トイレの設置、他の公園等41箇所の維持管理
を行う。

栄養相談、ライフステージ別食育講座、体操教室等　申込み者があっ
た講座に手話通訳の派遣依頼をする。

42



事業内容 目標に対する達成状況

2

講座ごとに工夫する。 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

防災講演会開催時に最前列の一角を車イス利用
者用に確保した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★健康体操の日年19回実施
参加者の状況に合わせて実施していく

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

限られた予算の中で、大活字本の継続的な収集
を行い、９タイトル（１６冊）の購入できた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★ライフステージ別食育講座（高年期）1回実施 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

防災講演会については、日曜日の開催とする。 ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座、講演会、展示説明会などの事業は、いず
れも土・日・祝日に開催した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

講座の内容により開催時間や曜日を工夫した。
平成25年度まで講演会形式で開催していた不惑
式事業を、イベント形式に変更し、「わくわく
ブックマーケット」実行委員会を主に40代の実
行委員で組織し、3/28（土）に駅前公園で開催
した。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

消費生活講座
6/7（土）　公民館利用者の会会員
ゲートキーパー養成講座
3/1（日）　寒川町消防団員

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

父親母親教室（年5日）、成人健康診査（年1
日）、がん検診（年3日）ヨガ教室(年2日)土日
に実施
弓道教室（年８日）、春季テニス教室（年８
日）、秋季テニス教室（年４日）、親子テニス
教室（年１日）、ボルダリング教室（年２日）
を土日、祝日に実施

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

労働講座を10月28日（火）午後6時半から寒川町
民センターで開催し、46名の参加があった。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

自然環境に関する事業について、勤労者や子育
て世代が参加しやすいように、土日祝日の開催
を継続する。
●環境フェスティバル　5月17日（土）実施
●温暖化防止セミナー　5月17日(土)実施
●相模川美化キャンペーン　5月25日（日）実施
●川の生き物調査隊　7月26(土)実施
●野鳥観察会　2月11日(月)祝日開催
●フリーマーケット
             　5月17日(土),10月18日(土)
●目久尻川・小出川美化キャンペーン
                     　2月28日(土)実施

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★教育講演会「ネット社会から子どもたちを守
るために大人のできること」
教職員、保護者、町民を対象に７月２６日
（土）午後に開催。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

対象世代に合わせて開催曜日、時間を工夫す
る。参加者アンケート等でも曜日や時間帯に関
する設問を入れる。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

土・日曜日に講座を開催しました。 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

児童向けの事業は、夏休み期間などに開催する
ことができた。また、児童以外の対象者の事業
も多くの事業で土・日・祝日での開催や開催時
間帯を考慮しながら開催を図った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

各種講習を土日、祝日の受講しやすい時間帯に
実施する。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

開催時間の工夫

通常の開催方法では、参加し
にくい、勤労者や子育て世代
が参加しやすいように、講座
の開催曜日、時間など開催方
法を工夫します。

講座等の開催方法
の配慮

3 227

225
車イス等に対応し
た講座の開催

226
障害者・高齢者の
学習支援の環境整

備

障害者、高齢者等
が生涯学習に参加
しやすい環境の整
備（情報バリアフ
リー、施設バリア
フリー）

障害や高年齢など事業参加を
阻害する要因を少しでも減少
させ、講座等に参画しやすい
ように環境整備を推進しま
す。

NO
連
番

主な実施事業
２６年度事業報告

施策名 ５年間の取り組み目標
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課

関係各課

□継続
□廃止
□新規
□変更

関係各課

防災講演会時には、最前列に車イス用ス
ペースを設け、利用者に対しての配慮に
ついて今後も継続していく。 危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

危機管理課

車イスでの参加者はいなかったが、足の
不自由な人のためにイスを準備して、
座ったまま運動できるよう配慮した。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

継続的に大活字本の購入の購入が行え
た。しかし、大型本は高額なため多くの
冊数をそろえることができなかった。 総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

総合図書館

他の料理教室においても参加者の年齢が
高いため、レシピ等の活字は大きめに作
成した。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

平成２６年度防災講演会については２月
１日（日）に実施した。今後において
も、日曜日の開催など、一般参加者に配
慮した時間帯での開催を継続していく。

危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

危機管理課

すでに実施できているので、今後も継続
していきたい。 総　務　課

（文書館）

■継続
□廃止
□新規
□変更

総　務　課
（文書館）

今後も、講座等のジャンルやテーマに応
じて、参加しやすい曜日や時間帯の工夫
を続ける。
勤労者や子育て世代など若い世代が町の
事業に参加できる工夫を今後も検討す
る。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更 協働文化推進課

開催希望に応じた講座開催を実現した。

町民窓口課

■継続
□廃止
□新規
□変更

町民窓口課

父親母親教室は年間５回日曜実施によ
り、参加者増加した。

健康・スポー
ツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更 健康・スポーツ課　

平日の午後6時半からと、労働者や子育て
世代も参加しやすい時間帯で開催したこ
とで多くの参加があった。 産業振興課

■継続
□廃止
□新規
□変更

産業振興課

夏休み中の開催や、休日の開催に心がけ
た他、多くの来場者が望めるイベントと
同時開催するなど、参加しやすい工夫を
し、多くの方に参加して頂いた。

環  境  課

■継続
□廃止
□新規
□変更

環  境  課

例年平日午後に開催していたが、地域か
らの意見で土日祝日の開催日で検討。26
年度は土曜日に設定したが、参加者増の
効果は見られなかった。

学校教育課

■継続
□廃止
□新規
□変更

学校教育課

利用者のニーズにあわせて、平日、休日
両方実施した。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

小中学生向け講座は土曜日や日曜日に開
催した。南部では社交ダンス教室を夜間
に開催した。課題としては、若年層から
高齢者までの稼働年齢層の利用の促進が
あげられる。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

多くの人が参加しやすいように土・日・
祝日や児童に対しては夏休み期間などに
講座や事業を開催することができた。 総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

総合図書館

土日、祝日でしか講習会に参加できない
団体もあったが、柔軟に対応し、開催す
ることができた。課題としては担当職員
数が少ないため、開催希望日に他の行事
と重なった際は日程の調整が必要。

予　防　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

予　防　課

各種講習を土日、祝日の受講しやすい時間帯に実施する。

土・日の開催など、参加対象者層を考慮しながら参加しやすい日時設
定を行う。

防災講演会開催時に最前列の一角を車イス利用者用に確保する。

講座、展示説明会などの事業は土日・祝日に開催する。

父親母親教室（年5日）、成人健康診査（年１日）、がん検診（年３
日）、ヨガ教室（年２回）土日に実施
弓道教室（年８日）、春季テニス教室（年８日）、秋季テニス教室
（年４日）、親子テニス教室（年１日）、ボルダリング教室（年２
日）、フライングディスク教室を土日、祝日に実施予定

労働講座を10月の平日に午後6時頃から開催予定

教育講演会を開催予定。参加対象者を考慮して、日時設定を行う。

対象世代に合わせて開催曜日、時間を工夫する。参加者アンケート等
でも曜日や時間帯に関する設問を入れる。

土・日曜日や夜間に様々なジャンルの講座を開催します。夜間の利用
者のニーズを把握して、夜間講座を実施します。

平日以外の希望があれば26年度と同様に講座を開催

防災講演会については、日曜日の開催とする。

●環境学習に関する事業について、勤労者や子育て世代が参加しやす
いように、土日祝日の開催を継続する。
●多くの町民が参加する、フリーマーケットと同日に、さむかわ環境
フェスティバルを開催し、町民が参加しやすい方法で開催する。

講座の内容により開催時間や曜日を工夫する。また、託児の実施も併
せて計画する。

２６年度事業報告 ２７年度事業予定
事業内容

大活字本の継続的購入をする。

健康体操の日年1８回実施
参加者の状況に合わせて実施する。
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事業内容 目標に対する達成状況

-

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

インターネットや携帯電話からパスワードを登
録すれば貸出中の資料予約や資料の延長が自分
でできるシステム提供できた。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

公共施設利用予約システムを365日稼働する ■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

寒川総合体育館のホームページより利用室の空
き情報や利用室の抽選予約システム管理を行い
ました。また、講座の申し込み等インターネッ
トの活用の推進を検討しました。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★夜間照明施設（寒川中学校、旭が丘中学校）
の一般開放に係る一部の手続きを公共施設予約
システムで行った。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★26年4月より、神奈川県共同施設予約システム
を導入した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

寒川町文化財電子資料館の内容の充実 □Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

インターネットや携帯電話からの蔵書検索がで
きるシステム提供ができた。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★町民センターホール見取り図の掲載を始めま
した。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★ホームページによる土地区画整理事業の内容
や事業の進捗状況を掲載。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★応急手当の一連の流れやＡＥＤ設置マップを
更新することにより町民に対し、応急手当の重
要性を促す。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

231
防犯パトロール時
等腕章等の貸し出
し

各団体等からの依頼により実施する。 □Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

232
文化財学習セン
ターの民具等資料
の貸し出し

考古資料、民具等の貸出　通年
4件

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

233
青少年広場バーベ
キュー関連器具の
貸し出し

青少年広場内にあるバーベキュー場の貸し出し
貸出日　28日　利用人数　1124人
バーベキュー場の貸し出しの他、その場で利用
する鉄板、鍋、皿等も貸し出している。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

234
防火・防災ビデオ
等の貸し出し

より多くの事業所で活用してもらえるよう広く
周知し、火災予防や危険物に関わる事故防止な
ど防火防災の一助とする。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

235
公民館の機材の貸
し出し

住民の主体的な学習活動に必要な教材・機材の貸
出を行いました。随時：団体等

□Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
■Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

waku waku体操ＣＤ・ＤＶＤの貸し出し
８件

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

★まちづくりガイドブック、パンフレットによ
る資料提供。

■Ａ達成した
□Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

237
防災ＤＶＤの貸し
出し

自主防災組織等の研修用として、防災ＤＶＤの
貸し出し等を行う。

□Ａ達成した
■Ｂおおむね達成した
□Ｃ達成できなかった
□Ｄ実施していない

228
インターネットを
活用した資料予約
システムの提供

インターネットを
活用した公共施設
予約システムの提

供

229

NO

教材等の貸し出し
の充実

5

２６年度事業報告

236

住民の学習活動の
ための教材・機材
貸し出し

ＩＴ機器を活用し
た学習の支援

4

住民の主体的な学習活動に必
要な教材・機材等の貸し出し
を充実します。

230
インターネットを
活用した資料検索

の提供

インターネットを活用して、
資料の検索や施設の予約がで
きるようにするなど、学習の
利便性を高めるシステムを構
築します。

施策名 ５年間の取り組み目標
連
番

主な実施事業
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事業の成果・課題等 担当課 実施状況 担当課

関係各課

□継続
□廃止
□新規
□変更

関係各課

システムの提供が行えた。システムの利
用も定着してきているが、更なる利用促
進が課題である。 総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

総合図書館

予約システムを３６５日稼働した。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

寒川総合体育館のホームページより空き
情報の確認、抽選予約システム管理を
行った。さらなるインターネットの活用
推進に向けて検討する。

都市計画課

■継続
□廃止
□新規
□変更

都市計画課

夜間照明施設に限り、平成25年度から引
き続き、公共施設予約システムの一部を
活用した。 教育総務課

□継続
□廃止
■新規
□変更

教育総務課

北部・南部公民館は円滑に運用している
が、有料館の町民センターは未整備な部
分が残っている。27年度に新システムに
移行されるので、町民センターも本格稼
働する。

公民館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

変更等あれば随時変更した。一部資料は
紹介されているが、今後も質量とも充実
させていく必要がある。 教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

インターネットや携帯電話からの蔵書検
索やパスワードを登録すれば貸出中の資
料予約や資料の延長が自分でできるシス
テムの提供が行えた。システムの利用も
定着してきているが、更なる利用促進が
課題である。

総合図書館

■継続
□廃止
□新規
□変更

総合図書館

町民センターホールの予約を行う折に施
設概況をあらかじめお知らせすることが
できるようになった。これからより詳細
な部分を提供する。

公民館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

ホームページによる土地区画整理事業の
内容や事業の進捗状況を掲載を行った。 寒川駅周辺

整備事務所

■継続
□廃止
□新規
□変更

寒川駅周辺
整備事務所

各講習会にてホームページの活用及び閲
覧を促し、住民に対し理解が得られた。
課題としてAED設置マップの更新のため、
継続的に事業所等に設置状況調査を行う
必要がある。

予　防　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

予　防　課

今後も要望に応じて、物品を貸し出し、
地域の防犯活動に役立ててもらう。

協働文化推進課

■継続
□廃止
□新規
□変更

協働文化推進課

希望者に対し貸出を実施。利用者数は例
年と変わらない。

教育総務課

■継続
□廃止
□新規
□変更

教育総務課

要望に対して貸出を実施した。

子ども青少年課

■継続
□廃止
□新規
□変更

子ども青少年課

初期消火と自衛消防・防災の重要性を意
識付けした。利用する事業所が決まって
いるので、より多くの事業所に周知して
いく必要がある。

予　防　課

■継続
□廃止
□新規
□変更

予　防　課

各館ともに新規の備品がなく、他課で借
りてまたがしするプロジェクターのニー
ズが多く当日の要望には対応できなかっ
たこともあった。人気の高い備品の整備
が必要である。

公　民　館

■継続
□廃止
□新規
□変更

公　民　館

多くは、健康運動ボランティア養成セミ
ナー参加者がさむかわwakuwaku体操を覚
えるための貸し出しだったが、子どもが
wakuwaku体操が好きで自宅で体操したい
との親子への貸し出しも実施した。

健康・スポーツ課

■継続
□廃止
□新規
□変更

健康・スポーツ課

まちづくりガイドブック、パンフレット
による資料提供を行った。 寒川駅周辺

整備事務所

■継続
□廃止
□新規
□変更

寒川駅周辺
整備事務所

１自治会の訓練にて貸出希望があり、そ
の他産業まつり等の防災イベントにおい
て活用した。 危機管理課

■継続
□廃止
□新規
□変更

危機管理課

－

インターネットや携帯電話からの蔵書検索やパスワードを登録すれば
貸出中の資料予約や資料の延長が自分でできるシステムの提供。

施設予約システムの円滑な利用に向け、神奈川県、委託業者とも密接
に連携を図っていきます。

２７年度事業予定
事業内容

まちづくりガイドブック、パンフレットによる資料提供。

ニースに合わせた情報提供に努めます。

公共施設利用予約システムを365日稼働する

来年度も引き続き、寒川総合体育館のホームページより利用室の空き
情報や利用室の抽選予約システム管理を行う。また、講座の申し込み
等インターネットの活用の推進を検討する。

寒川町文化財電子資料館の内容の充実

インターネットでの資料検索システムの提供を行う。

応急手当の一連の流れやＡＥＤ設置マップを更新することにより町民
に対し、応急手当の重要性を促す。

★学校体育館、小学校屋外運動場、夜間照明施設（寒川中学校、旭が
丘中学校）及び南小学校ふれあいホールの一般開放に係る一部の手続
きを公共施設予約システムで行う。

自主防災組織等の研修用として、防災ＤＶＤの貸し出し等を行う。

さむかわwakuwaku体操ＣＤ・ＤＶＤの貸し出し

２６年度事業報告

今後もニーズに合わせた備品の整備を進めて、住民サービスに寄与し
する。

各団体等からの依頼により実施する。

考古資料、民具等の貸出　通年

青少年広場内にあるバーベキュー場の貸し出し

より多くの事業所で活用してもらえるよう広く周知し、火災予防や危
険物に関わる事故防止など防火防災の一助とする。

ホームページによる寒川駅北口地区土地区画整理事業の内容や事業の
進捗状況を掲載。
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